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友枝　　セニャル儀礼の増殖表象

セ ニ ャ ル 儀 礼 の 増 殖 表 象

一 中央アンデスの家畜増殖儀礼一

友 枝 啓 泰＊

Símbolos de la Fertilidad en el Señal-Ritual en los Andes Centrales

Hiroyasu  Tom  OEDA

   En la region central de los Andes todos los  ahos a determinada 
 epoca de marcar al ganado se celebra la fiesta del ganado, que se 

cumple conforme a un patron  cormin en toda la region aunque 
los  detalles  varian en cada pueblo. Los rituales cumplidos en la 
fiesta, que tienen como objeto principal  protecciOn e incremento 
del hato, representan  la fertilidad en varios aspectos. 

   El presente  articulo analiza el sistema  simbolico que con-
stituyen los rituales, enfocando representaciones de la fertilidad en 
diferentes contextos rituales  como  :  reproducciOn sexual; incre-
mento  numerico; fertilidad  generica y no especificante, tratando 
los aspectos de "matrimonio del ganado", "cocaquintu", y  0  use 
ritual de  "chulla-llampu-untu" y  fibres.  De este  analisis resalta 

 el mensaje  basic° y elemental del ritual que  diria marcar la,ertilidad 
controlada. 
    Las  fibres, cuyo valor  simbolico se destaca en los rituales ya 

que ellas hacen ostensibles los significados del ritual, representan 
la fertilidad (el incremento numerico en sentido  especifico) al lado 
del efecto, en cambio de las  hojas de coca que representan  la causa. 

 0 sea, las  fibres y las cocas ocupan  posiciOn  simetrica en el sistema 
 simbolico del ritual. 

    Las  flores arrojadas sobre  el ganado junto con cereales menu-
dos, dulces y frutas al final de la marca simbolizan una  mediaciOn 
entre la esperanza de incremento y la realidad actual de tenencia 

ganadera, que es sino un variante del mensaje arriba mencionado.
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は じ め に

　中央 アンデ ス地帯 （ペルー ・ボ リビァ領） の農村では，家畜 の増殖 に関す る儀礼が

広 く行 われ，一般 に 「家畜 の祭 り」ｆｉｅｓｔａ　ｄｅｌ　ｇａｎａｄｏ の名で呼ばれて いる。毎年 の

あるきまった時期 に，新た に生れた家畜 に所有者の しる しをつ け，その際 に山のス ピ

リッ トへの捧 げ物 を行 い，家畜の保護 と増殖を祈願す るのが， この祭 りの基本 的な内

容 である。 家畜に しる し ｓｅｆｉａｌをつ けるのは この祭 りの全て に共通す る不変 の様相 で

あ り，以下 に考察の対象 となる中央 アンデスの家畜増殖儀礼 をさ して，セニ ャル儀 礼

と呼ぶ ことにす る。

　 セ ニャル儀礼 には地域を超えた共通 のパ ターンがあ り，同時 にその細部 に関 しては，

Ａｒｇｕｅｄａｓ も指摘す るように ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　１９５３：２６４］， 村 ごとに異な った様相をみ

せてい る。一定範 囲の地域 （中央 ア ンデ ス） にみられる特徴 的事象で あるセ ニ ャル儀

礼 を扱 い，その共通性 と個別性を同時に明 らかにす る方法 として，事象 に関す る具体

的 な民族誌的資料 の記述統合を行 い，それを通 じてセニ ャル儀礼の一般 モデル を作 る

のが，最 も有 効 と思 われる。筆者 の関心 はセニ ャル儀礼の表象的局面にあ り， したが

って， このモデルはセニ ャル儀礼の表象を一定 の体系 と して把握す るための もので あ

る。 同時 に，個 々のセニ ャル儀礼間 の共通性 や相違 を，同一体系内のヴ ァ リエー ショ

ンと して説明する点において， モデルは構造 的で ある。 もとよりモデルの有効性 は，

全 てのセニ ャル儀礼の具体 的事実を，そ の細部にわた ってどの程度 まで説明 しうるか

にかか って いる。

　 本稿 は目下 まとめつつあ るセニ ャル儀礼研究の一部 であ り，特 に増殖表象の局面に

限 った考察で ある。 この分 析の結果 はそれな りのま とま りを有す ると思 うが，論文構

成上の不備 は否定 しがたいので，予報的性格を もった研究 ノー トと して提出す る。以

下に扱 う２つ の事例は，セニ ャル儀礼 の共通性や相違 を記述 的 レベルにおいて明 らか

にす るための記述的統合の試みであるが，本稿の範 囲で分析 の対象 とな った部分は限

られている。 なお Ｔｕｐｅ 村 の 事 例 は Ｍ ａｔｏｓ［１９５１］，　Ｍ ａｃｕｓａｎｉ地方 の 事 例は

Ｄｅｌｇａｄｏ【１９７１：１８５－１９６］の報告を， 報告者 の 記述 に従 ってま とめた もので ある。
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分析の対象となるその他の資料の出典はその都度明示 したが，Ｓｏｃｏｓ村の資料は筆者

の調査 （１９６６）に基づ くものである。

　本稿の一部を含むセニャル儀礼の大まかな分析は，本館の 「新大陸の文化変容」に

関する共同研究会 （代表者 ：大給近達，昭和５２年度）で発表 したもので，その際共同

研究員の諸氏から多 くの示唆を得たことを記 し，ここで感謝の意を表 しておきたい。

なお研究テーマである 「文化変容」との関連で，研究会では，家畜のセニャル儀礼と

クロニスタが記録したインカ貴族の成人式が，同一構造の変形儀礼として理解できる

可能性を指摘 し，歴史的な変化にもかかわらず，アンデス社会の構造的一貫性が存す

る可能性を示唆 した。

１． Ｔｕｐｅ 村 の事 例

　 １　 Ｌｉｍａ県 の山岳地帯 にある Ｔｕｐｅ村 は，　Ｋａｕｋｃ語 の伝統が残 っているイ ンデ

ィオ農村で， ケチュア語圏内の言語孤 島になってい る。海抜 ２，８００ｍ の高 さに村 が

あ り，生業 の主体は農耕である。近年 になって家畜飼育が盛 んになったが，かつては

村域 内の高原 のブナ ｐｕｎａが村人 によ って利用 される ことは殆どなか った。社会的，

経済 的に他地域 か ら比較的 に孤立 した状 態にある。

　 ２　 現在 の村 での家畜飼 育には ２つの タイプがあ り，ブ ナを利 用す る専業化 した家

畜飼育 と，村の位置す る谷間を利用 した小規模な家畜飼育 に分 け られ る。前者で は羊，

リャマ，アルパ カの飼育が主 とな り，後者で は，役畜 として利用 した り，自家消費 用

の乳，毛皮， 肉を得 るために小数 の家畜を飼 う。

　 ３　 家畜 に所有老の しるし ｍａｒｃａをつ けるための祭 りを， この村で は 「焼 印の祭

り」ｆｉｅｓｔａ　ｄｅ　ｈｅｒｒａｎｚａ とい う。 これ は牛馬に焼 印をいれ るのが 目的だが，その際に

催す祭 りには伝統的 な家畜 の リャマ， アルパカに 関 した儀礼が習合 している。 Ｔｕｐｅ

村 における最 も盛ん な祭 りの一つで ，ほかの祭 りはさておいて も，家畜 に関 した祭 り

だけは誰 しもおろそかに しない。

　 ４　 Ｔｕｐｅには種 々の家畜の儀礼があ り， その中で最 も重要なのが焼 印の祭 りであ

る。家畜を保護 して くれるス ピリ ッ トの意を迎え， この ス ピリッ トが誰の所有物 であ

るかを認 め，その家畜を守 って くれ るように祈願 するための祭 りであ る。他地域 の場

合 とちが って，Ｔｕｐｅの家畜増殖儀礼 は， カーとバル の時期で はな しに，ペ ンテ コス

テスか ら７月２５日の聖サ ンテ ィアゴの日にかけて行われる。

　 ５　 祭 りは前夜祭 ｖｉｓｐｅｒａ，焼印入れ ｈｅｒｒａｎｚａ，焼 印入れの続 き，「しるし洗 い」ｌａｖａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３
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ｓｅｒｔａｌ， 「頭痛治 し」 ｃｕｒａｃａｂｅｚａ の ５段階か ら成 るが，焼印入れは １日で終了す るこ

ともある し， ５日目の 「頭痛治 し」 は省 略す ること もあ る。 したが って，祭 りの過程

は基本 的に前夜祭，焼印入れ， 「しる し洗 い」 の ３日であ り， またそれ以下 に短縮 す

ることはで きない。

　 ６　 祭 りを 催 すには 相 当の 経済的負担があ り， 金額 に して １，０００ソー レスを超え

る。 この機会 に家族成員の衣服 や 履物を新調す る。 宴会料理用 に 大量のた き木を集

め， じゃがい も， と うもろこし， チーズなどの材料を用意す る。 これはパ チ ャマ ンカ

ｐａｃｈａｍａｎｃａというむ し焼料理 のためで， ほかに羊， 山羊 など数頭を殺す。 また祭

りで演奏 して くれ る楽隊 を契約 して雇 う。

　 ７　 少女 た ちは山の高 い所へ赴いて，飾 りつけのための ｃｈａｐｒａ，　ｈｕａｍａｎｒｉｐａ な

どの高 山植物の花を採 って くる。主人は海岸 の町まで 出向いてオ レンジ，バナ ナ， チ

リモヤ， グ ァヤバ， ざ くろ，びわ， さとうきび，パ ン，菓子，南京豆，干 しぶ どう，

ビスケ ット，飴玉， アル コール， さつ まい も， ユカい も， アルバ アカ ａｌｂａｈａｃａ （香

りのある植物）な どを購入す る。昔か ら祭 りで用い られてきたこれ らの品物を欠 いて

は， 焼印の祭 りはできないといわれる。 また山岳地帯 の町である Ｈｕａｎｃａｙｏへ行 っ

て，アルパカ毛製 の多色 リボン， ピス コ酒，甘 ロワイン ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ，ア ニス酒， メ ン

トール酒を手に入れ る。

　 ８　 祭 りで使用す る道具 として，所有者印を入れる焼鏝 ，牛 の角を切 る鋸 「しるし」

ｓｅｆｉａｌを洗 うバ ケッ， チチ ャ酒を用意するバケ ッ，家畜 の耳 に しる しを切 り入 れるナ

イフ，流れた血 を受 ける銀製容器 ，血を飲むための銀製 コ ップ，「怠 け者」ｆｌ（）ｊｏを叩 く

ための鞭 ｔｒｏｎａｄｏｒ，踊 り用の鞭 ｌａｚｏ，アルパカ毛製 の多色 リボ ン，　ｗａｌｌｐａ（ｗｉｎｔｒａ）

とい う房飾 り，メサ ｍｅｓａと呼ぶ一種の祭壇にす る多色 のマ ン トｍｉｌａｋ’ａｔｒａ，牛また

は鹿の角笛，国旗 ，花飾 りした聖人像，香水の一種である ａｇｕａ　ｆｌｏｒｉｄａや ｔｈｉｍｏｌｉｎａ，

などがある。

　 ９　 そのほかに， とうもろこ し粉 を水溶 きした 舐 ｓａ，リャマの脂肪分 ｓｅｂｏ，占い

に用いる白色 のと うもろこし粒，顔 に塗 るとうもろこ し粉 ｍａｃｈｉｃａ，参加者に分配 し

た り， 煎 じ液をつ くった り， 占いに用 いた りす るコカの葉， ピス コ酒， 甘 ロ ワィ ン

ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ，俗 に 「きつね」ｚｏｒｒｏと称す る度の強いさ とうきび蒸 溜酒 （アル コール ・

プロともい う）， 茶 ・コカの葉 ・小麦 の煎 じ液 に レモ ン ・砂 糖 ・アル コールを加えた

飲物 ｃｈａｍｉｓｃｏｌ，牛乳を熱 くして おいて アル コールを加えて冷や した飲 物 ｄｉａｎａを用

意す る。

　 １０ 祭 りは家族単位で催 し，村外へ働 きにでて いる家族成員 はこの機会 に帰村す る。
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家族が揃 わないと祭 りがで きない ともいわれ，祭 りの主催者 である父親が，子供た ち

に家畜を分配す る こととも関連 している。

　］１ 前夜祭 の 日の午後，祭 りをする家 に家族員，親族，友人が集まる。女た ちが マ

ン ト，留 めピ ン，耳飾 り，花 などで女主人を美 しく ＶｉＳｔＯＳａｍｅｎｔｅに飾 りたてる。

　１２ 前夜祭は夜 ９時頃の 「祈 り」 ｒｅｓｐｏｎｓｏ か ら始ま る。 これは死者 の冥福を祈 る

儀礼で，専門の歌い手 が ラテ ン語の祈禧文を唱える。先祖を記念するためであ り，祭

りが全て 旨 く運ばれ るよ うにという目的で， これを行 う。非常 に厳粛に，静かな雰 囲

気 の うちに祭 りが始 まる。

　］３ 祈 りの あとで メサを広げる儀礼 ｔｅｎｄｉｄｏ　ｄｃ　Ｉａ　ｍｅｓａがあ る。多色のマ ン トを

床 に広げ， その上 に 果実， 南京豆な ど予 め用意 した品 を置 く。 この メサ は 「生 きて

い る聖なる大地」 を 表す とされ る。 メサを広げおわ ると， 歌 と踊 りがあ り， 全 員で

ｃｈａｍｉｓｃｏｌを飲む。契約 した楽隊 が， この席で この祭 り用に作 った新 曲を披露 し，参

加者全員で習い憶 える。楽隊はバ イオ リン，ハ ープ， クラ リネ ットなどか ら編成 され，

これに伝統的な楽器 として 女性 が叩 く太鼓 ｔｉｎｙａ，男性が吹 く ｐｉｎｋｕｌｌｏ，　ｑｕｅｎａの笛

が加 わる。前夜祭が終る夜 明けに羊 肉入 りスープ ｃａｌｄｏが提供 され る。

　 １４ 翌朝の ８時か ９時 頃， 着飾 った参加者全員が，ペルー国旗 を 持 った 主人を 先

頭 に，にぎやかな楽隊を伴 って屋外 にで る。村人が見守 る中で広場を一周 したあ と，

家畜囲いへ行 く。全員が花で飾 ってお り，顔 に とうもろこし粉の ｍａｃｈｉｃａ を塗 って

い る。

　 １５ 家畜囲い傍 の小屋 に到着 し， 儀礼 を とりしきる 役をす る 「司祭」ｃｕｒａが，主

人 によって指 名される。参加者成人男子 の中か ら，伝統に従 って儀礼 をと りしきるこ

とので きる経験者が 選ばれ る。 この 「司祭」 を手助 けす る助手 ａｙｕｄａｎｔｅ も主人 に

よ り指 名され る。 「司祭」 の 役 目は 重要で， メサをつ くる こと， 花飾 りをす ること

ｗａｙｔｕｒｉｓｏ，「しる し」 の扱 いや家畜の分配儀礼 ｓｈｕｆｉｏ な どの儀 礼進行 につ いて の指

示 ， とうもろこ し粒 による 占い，ｃｈａｍｉｓｃｏｌや血入 り飲物の分配，家族成 員へ の儀礼

的な忠告 と助言，な どを役 目としている。

　 １６　 ときにこの 「司祭」は，儀礼 の細部 を忘れたふ りを した り，わ ざと省略 した り

す ることがあ り， そのため に参加者 との間に議論を生 じるが，全 て冗談 と して行われ

る。た とえば，指 名された焼鏝 使い ｍａｒｃａｄｏｒが牛の数を確認 す る義務 を怠ったと，

「司祭」が非難 し， 相手 は自分の役ではないと否定す る。 主入が 口をは さんで一層 の

議論 になり，最後 は焼鋸使 いが罰を受 け，腕を とられて地面 に抑えつけ られ，強 いア

ル コールを無理や り飲まされる。
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　１７ また，焼鋸使 いが， 「司祭」の目を盗 んで， 家畜か ら切 り取 った耳 の切片や角

をか くし， 最後にな って数 の不足 がわか ると， 「司祭」の方が不注意のかどで罰を受

け， アルコール酒を飲 ま される こともある。

　１８焼鏝 使いの役 目は家畜 に焼 印を入れる ことで，花で飾 った焼鋸を持 っている。

参加者 の誰 もが祭 りの終 りまで立 ち去 らないよ うに見張 る役 目も負い，途 中で抜 け出

しそうな人 に気付いた人 々が 「見失わない ように しる し ｍａｒｃａ をつ けろ」 と叫ぶ。

焼鏝使 いは力ず くで連れ戻 し仲間に加 える。 焼印を入れた 牛の数を憶 えておき，「し

る し洗 い」 のときに，焼鏝 使いは 「司祭」 に報告 しな ければな らない。

　 １９ 鞭使い ｌａｃｅａｄｏｒは牛を馴 らすのが役 目で， 鞭を手 に して囲いに待機す る。鋸

使い ｃｏｒｔａｄｏｒは牛 の角 を切 る役で，鋸は焼鏝 と同 じに花飾 りが してあ る。「家畜番」

ｐａｓｔｏｒには若 くてすば しこい少年少女 がなる。押倒 し役 ｔｕｍｂａｄｏｒ は力 のある若者

の役で， 焼印を入れる牛を捕えて押 し倒す。 ４，５人で組をつ くり， 互 いの組 が仕事

の巧み さを競い合 う。給仕役 ｃａｎｃｉａｄｏｒａの女性は ｃｈａｍｉｓｃｏｌや ｄｉａｎａ等 の飲物の

分 配に気を配 り，酒 の容器を手 に して参加者 に注 いで まわ る。家畜の耳 に リボ ンを結

ぶのは女性 ， ｗａｌｌｐａ飾 りをか けるのは少女 ， 太鼓 の ｔｉｎｙａを叩 くのは老齢 の女で あ

る。

　 ２０　主人夫婦 は祭 りの中心人物で，花で飾 られた女主人 は常 に気を配 り，招 待客 の

全員に もてな しの過不足 がないよう配慮す る。主人 が家畜 の耳を切 った とき，流れる

血を容器に受け るのは女主人 の役 目で ある。参加者全員が それぞれの役 目を主人に依

頼 されてお り，祭 りの雰囲気 は相互 の尊敬 と配慮 にみ ちている。

　 ２１ 朝１０時頃の儀礼の始 ま りに， 「司祭」 がマ ン トを小屋の 中に広げ， その上に リ

ボ ン，ｗａｌｌｐａ飾 り， アル コール酒，銀製容器，　ｃｈａｐｒａ，　ｈｕａｍａｎｒｉｐａ，その他 の花，

アルバ アカの小枝，果実，花飾 りした道具類を注意 して置 く。 このメサを前 に して，

中央に 「司祭」，左右に主人 と助手が位置を とる。

　 ２２ 「司祭」の合図で １人ずつ屋 内に入 り， メサの前 にひざまず き， アルバ アカの

枝や花 を手 に取 り，十字を切 り，接吻をす る。全員が席 につ くと， とうもろこ しと羊

肉入 りのスープ ｍｏｔａｌｚａが提供 され， それを食べ終 って ｃｈａｍｉｓｃｏｌを飲 む。 この食

事 の提供を ｍｅｄｉａ　ｍｅｓａとい う。

　 ２３ 「司祭」 は家族成員か ら始 めて順次 に全員参加者を花で飾 る。これを ｗａｙｔｕｒｉｓｏ

といい，花飾 りをつけないと，罰 としてアル コール酒 を飲 まされた り， ピス コ酒 の提

供 を強要 された りす る。　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ・

　 ２４ 飾 りをつ けた一団は 牛を捕え る歌 ｗａｋａ－ｘａｌｕｒｏをうた いなが ら囲いへ行 く。
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主人 は旗 を持 ち，囲いの一 隅の小高 い場所を選んで立てる。音楽 がやむ と，女性 の一

人 が容器 に入れた 丘ｋｓａを囲いでま き，，「聖 なる母の大地 Ｓａｎｔａ　Ｍ ａｄｒｅ　Ｔｉｅｒｒａ，私 た

ちの牛 を捕 えておいて くれ，走 らせ ないで欲 しい。私た ちの支払 い ｐａｇｏを受 けて く

れ」 と唱える。

　２５ 「司祭」の合図で家畜の しる し ｍａｒｃａつけが始 まる。 押倒 し 役が 牛を捕え，

地面 に倒 し，主人 が花飾 りのついたナイフで耳 の一部を切 り取 る。切 り取 った形 には

ｇａｎｃｈｏ，　ｆｌｏｒ，　ｋｕｒｕｎｃｈｏ，　ｘｉｌａｔｒａ，　ａｇｕｊｅｒｏ，　ｌｌａｖｅ （ｆｉａｗｅ），　ｍａｃｈｅｔｅ （ｐａｄａｄｏｒａ），

ｚａｒｃｉｌｌｏ，　ｐａｌｌｋａ，　ｐｌａｔａｎｏ，　ｍｅｄｉａ　ｌｕｎａ，その他 の名称が あり，人 によ って用 いる固有

の形が ある。

　 ２６ 女主人が耳か ら流れ る血を 銀製容器に受 け， その容器 中には クラベル ｃｌａｖｅｌ

の花 び らが入れてあ る。 一滴 もこぼさぬ ように し，耳の切片 の 「しる し」ｓｅｆｉａｌは女

主人が注意深 く保管 し，草花 を使 って傷あ とをふき取 る。焼鏝 使いが焼印を入れ，別

の人が その上 に 丘ｋｓａをかける。 焼印は馬やろばに も入れるが，特別な儀礼はな く，

牛 のあとにつ けた してするだけで ある。

　 ２７ 焼印を入れた牛の両耳 に女た ちが多色 リボンを結 びつ け，額 に房の部分がたれ

るよ うに ｗａｌｌｐａ 飾 り・を角にかけ， この輪飾 りには果実 が通 されて いる。 「司祭 」の

指示で流 れた血を顔 に塗 り，男女が互い に相手に塗 る。 この血 を洗 い流 した りふ きと

った りす ると，罰を受 ける。全てがすんだ牛を囲いか らだ してや り， 出口の所で花，

果実， ビスケ ッ ト，干 しぶ どう，飴玉 などを投げてや る。

　 ２８ 焼印を入れ耳切 りを した子牛 の雌雄 を捕 えて地面 に押 し倒 し， 性交 ｃ６ｐｕｌａの

真似をさせ てか らマ ン トに くるむ。 この儀礼 は 「結婚」ｃａｓａｏ　ｙ　ｖｅｌａｏといい，家畜

が増えるためにす るといわれ る。

　 ２９ 焼印入れがおわ って，ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏの踊 りがあ る。中央 に ｃｈａｍｉｓｃｏ１入 りの容

器を置 き，そのまわ りを，男女 が手 をつないで組 にな り，乱暴な牛 を扱 うときの ロー

プを背中にまわ してかけ，皆で踊 る。 「牛 飼い」ｖａｑｕｅｒｏ と称する男女 が踊 りの輪 の

外 にいて，鞭で嚇 しなが ら，足を踏み鳴 らして踊 り続 けるよう強制 する。 この男女 は

「司祭」の指示に従 って踊 りを リー ドす る。

　 ３０　踊 りの最中に野卑な冗談を とば し，祭 りの陽気 さが頂点に達す る。ｃｈａｍｉｓｃｏｌ，

アニス酒， メ ン トール酒を皆で飲 む。 主人 は包 み ｑｕｉｐｅを背負 って踊 り， この包 み

はナイフ，血を受けた容器，花や リボ ンや ｗａｌｌｐａ飾 りの残 りなどを， マ ン トに くる

んで縛 った ものであ る。

　 ３１ 午後 ４時頃 に， じゃがい も， チーズ， 肉類，ユカい も， そ ら豆， とうもろこし
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などをむ し焼 きに したパチ ャマ ンカ料理 が提供 され， ワイ ンや ｃｈａｍｉｓｃｏｌを飲みな

が ら食べ る。夜通 しの歌 と踊 りがある。主人の 目を盗んで若者が勝手に家畜を殺す こ

とがあ り，翌 日に主人 は文句 をいわず にこの肉を料理 して提供す る。 この夜の踊 りが

最 もにぎやかで，男は女 のスカー トを持 ちあげた り，帽子を投げ とば した りして悪ふ

ざけをす る。男女 間に一種 の競争，対抗が ある。

　３２ 一般に は ３日目に 「しる し洗 い」ｌａｖａ　ｓｅｆｉａｌが あり，ナ イフや容器 につ いた血

を洗い清 める。砂糖 入 りの熱 い茶をバ ヶツに用意 し，その 中で血のついた道 具や花 を

洗 う。 この湯 に花び らを浮かせ，参加者全員が これを飲む。花び ら一つ残 さず飲 むこ

とが要求 され，違反者 は罰と してアルコール酒を飲 まされ る。

　３３　 このあとに家畜の分配 ｓｈｕｎｏ をす る。 「司祭 」が主人 と子供た ちを呼び，「司

祭」の指示 に従 って，主人 は各子供 に子牛 あるいは生れ る予定の子牛を与える と伝 え

る。子供 はひ ざまずいてク ラベルの花 に接吻 し， 父親に感謝 の意を表す。 「司祭」 は

この際 に家族間の協力や結合 を強調す る忠告を与え， た とえば， 「子供の数がたとえ

５００人 にな ろうとも，兄 弟は互 いに協力 して暮 さねばな らぬ」 と， 兄弟間の結 合を強

調す る。 また夫婦間の愛 情を強調 した助言 も与える。 これがすむ と，主人が参加者 に

ｔｈｉｍｏｌｉｎａの香水を分 け，皆 であち らこち らにま く。

　３４ ｓｈｕｎｏがすむ と， 「司祭」 は白いとうもろこし粒をマ ン トの上 に投 げ， 誰 が耳

の切片 の 「しる し」ｓｅｆｉａｌを山の聖所 ｃａｊａに持 って行 くべ きかを 占う。聖所は ｕｓｆｉｏ

ともい われ， 山にあ る石積 みのほ こらで， その所在 は主人だ けが知 ってい る。そ こに

「しる し」を置 き，山のス ピ リッ トが家畜 を守 って くれるように祈願す る。 占いで家

族成員 の一人 （男） が選ばれる。 主人は耳 の切片， 果実， 花をマ ン ト上に置き， 十

字を切 ってか ら ｍａｃｈｉｃａ の粉をか け， 酒入 りのびんと一緒 に布 に くるんで， 包み

ｑｕｉｐｅ をつ くる。 指名された使者 を花で飾 り，出発 の時 に果実 ，花，　ｍａｃｈｉｃａ の粉

をふ りま く。

　３５ 使者は数時間の山道を歩 いて聖所 に到着 し，石積みのほ こ らを清掃 し，その中

に耳 の切片 を捧 げ物 と一緒に置 く。 傍 にかま どを きずいて， リャマの脂肪，丘ｋｓａ の

液， ピス コ酒を火に くべ， しば らく無言 で祈 る。 これを ａｃｈｉｔａｐａ とい う。山のス ピ

リッ トが家畜を保護 して くれるよ う願 って行 う。帰途 に，近 くの泉の水で持参 した ピ

ス コ酒や ワイ ンを割 り，帰 ってか ら全員 に飲ませ る。

　３６ 参加者 は楽 しく歌 った り踊 った りして使者の帰 りを待つ。 この ときの踊 りでは

「牛飼 い」ｖａｑｕｅｒｏの男女が コ ミックな振舞を して皆を笑 わせ た り， 「怠け者 」を鞭

で叩 いた りす る。 使者が帰 ると，主人 が ｄｉａｎａ 酒 を皆 に振舞い，夜 ８時頃に祭 りが
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おわる。

　３７ 祭 りの最 後の 日は 「頭痛治 し」 ｃｕｒａｃａｂｅｚａ といい，早朝 に参加者が主人の家

にきて，祭 り続 きで頭 痛がす るのを治す と称 して，持参 した酒類を主人に飲 ませ る。

この日に雇 った楽隊 と別 れ，楽士た ちを花で飾 り， ビスヶ ッ ト，飴玉，花でつ くった

首飾 りをか けてや り，全員で村 はずれ まで送 って行 く。 この ときに始めて， 楽隊は ワ

イノやム リッサ， あるいは ワル ツなどの，山岳地帯の村々でポ ピュ ラーな音楽を演奏

する。 これ らの曲は Ｔｕｐｅ の伝統 的な音楽 とは異 な ってお り， 儀礼の最中に奏 され

ることはない ［Ｍ ＡＴｏｓ　 Ｉ９５１］。

２． Ｍ ａｃｕｓａｎｉ地 方 の 事 例

　 １　 Ｃｕｚｃｏ県 Ｃａｒａｂａｙａ郡 の Ｍ ａｃｕｓａｎｉは 海抜 ４，５００～５，０００　ｍ の高地 にあ り，

生業 の主体 は リャマ，アルパカを始 あとす る家畜 の飼育 である。 自然の牧草 を利用 し

て家畜 を飼 い， この地に産する獣毛 は最高の品質 としての評判が高い。

　 ２　 リャマや アルパ カにしるし ｓｅｆｉａｌをつ ける際 に，　ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ とい う家畜の祭 り

が催 される。祭 りはカーニバルの頃 と８月頃 の ２回 あるが，細部 を別 にすれば，儀 礼

内容 は基本 的に同 じで， と もに ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ と呼ばれ る。　ｔａｋａｓｑａとか ｔａｒｉｐａｓｑａとも

い うが， これ は本来的 には聖な る大地 に対す る感謝 の儀礼を さす 。祭 りにおいて信仰

の対象 となるのは，Ａｌｌｉｎ　Ｑｈａｐａｑを始 めとす る Ｃａｒａｂａｙａ山系の山々のス ピリッ ト

存在 アブ Ａｐｕで，家畜儀礼には祖先儀礼 と して の様相 も加わ っている。

　 ３　 ｓｅｆｉａｌａｋｕｙは前夜祭 ｖｉｓｐｅｒａに始 まる一連 の儀礼 の複合で，何 日か続 くことも

あるが，基本的に は前 夜 と当 日の儀礼か ら成 る。前夜の儀礼 をさ して ｃｈｉｓｉｎｃｈａｙ と

もい う。家畜所有者 が招 待 した人 々が，夜 にな って集 り，屋 内に広 げた アルパカ毛皮

の敷物 に腰をお ろす。儀礼を とりしきる人物を ｓｅｒｖｉｃｉｏといい，通常は ２人 で，主人

に依頼された老齢 の経験者がつ とめる。

　 ４　 座 の中央 に リャマの 白い毛糸で織 った袋が置かれ，その縁 には多色のひ も飾 り

がついている。広 げた袋 の口の方の左 右両端 と真 中の部位 に， ｗａｙｌｌａ とい うブナに

生え る草が少量 置かれ，床 に敷 いた袋 の中央 には コカの葉が盛 られる。袋 の周囲 には

ｐｕｒｕｗａｎａ とい うロープ が輪状 に置かれ， この ロープ と袋 は祭 り用に特別 に作 った

もので ある。 この全体 をさ して メサ とい う。

　 ５　 とりしき り役 ｓｅｒｖｉｃｉｏがまず大地の スピ リッ ト Ｐａｃｈａｍａｍａに対する捧 げ物

ｄｅｓｐａｃｈｏ を用意す る。 アルパ カ毛織 りの 白色マ ン ト ｕｎｋｈｕｆｉａ の上に 白紙 （Ｓａｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９
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Ｌｏｒｅｎｚｏの紙が好んで用い られ る） をのせ， その上に リャマの 脂肪分 を 乾燥 した方

形 の固ま りウン トゥ ｕｎｔｕ を置 く。参加者各人が山の名前 を唱えなが ら，完形 のコカ

の葉 ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕを ９枚選びだす。 リャマの脂肪分 を少量手 につまみ取 って， ３度ア

ブ゚ Ａｐｕ に向けて吹 き，そのあ と， コカキ ン トゥ ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕを方形 の脂肪の固 まり

の上 にのせ る。

　 ６　 全員が これをおわる と， ｗｉｒａｑｏｙａ （樹脂 のあ る 植物），　 リャマの 胎児 ｓｕｌｌｕ，

ｑｏｒｉ　ｌｉｂｒｏ，　ｑｏｌｌｑｅ　ｌｉｂｒｏ，　ｃｈｉｕｃｈｉ（鳥 のひなの形 を した鉛製の小像），，２粒 のコカの種

子 ｍｕｑｌｌｕ （種 子の １粒が コカの葉 １籠分を表 す），飴玉， 砂糖， 動物 の形を した ビ

スケ ッ ト，干菓子，米，豆 をと りしき り役が追加 する。 これ らの上に香料 をふ りか け

てか ら，全部をマ ン トでつつむ。捧げ物にする これ らの品物 を購入す る際には，量や

値段 に関 した値切 りを して はな らない とされる。

　 ７　 捧 げ物を準備 してか ら， ピスコ酒， ワイ ン， アグアルデ ィエンテ酒をそれぞれ

小壺 に注 ぎ （これを ｃｈａｌｌａとい う），別の容器にとう もろこ し粉の水溶 きチュー リャ

ｃｈｕｌｌａを入れ る。

　 ８　 捧 げ物を包み，ｃｈａｌｌａ，チ ュー リャ ｃｈｕｌｌａ がで きると，夜１２時 頃 とりしきり

役 は屋外 にでて，東 （または北 か南で，西を避ける） の方角で，人の足跡がない場所

、を選 び， そこにかま どをきず いて火をた く。 この火に捧 げ物 を くべ るが，焼却 は慎重

に行 い， この あと持参 した ピス コ酒， ワイン，チ ュー リャ ｃｈｕｌｌａ，アグ ァルデ ィェ ン

テ酒 の順 に，山の スピ リッ トのアブに向けてふ りま く。

　 ９　 大地が捧げ物 を受 け入 れるに充分な時間だけ待 って， と りしき り役は家 に戻 る。

家の中では全員が帽子を脱 いで，大地 のス ピリットの意がど うで あったかを静か に待

ち受 ける。捧 げ物を火に くべ た際，炎が輝 くのは良い しる しであ り，灰が白 くなるの

は全 てが受 け入れ られた ことを意味す る。灰が黒い と，大地 が怒 って いるとされる。

焼却の最 中に犬の吠声をき くと，泥棒盗難のおそれがあ り，突然人が姿を現す の も悪

い しる しである。牧草の不 足， じゃがい もの不作，干ばつ，空腹，家畜の不妊 などが

予想される。灰 は調べたあ とで土の中に埋 めて処理す るが，夜 明け前 に行 う。

　 １０　メサの上 にチチャ酒入 りの ４個 の動物象形壺 ｃｈｉｗａｎａがあ り，　ｍａｃｈｏは雄 リ

ャマ，ｃｈｕｌｌｕｍｐｉは雌 リャマ，　ｃｈｕｌｌｕｓ　ｍａｃｈｏは雄 アルパ カ，　ｃｈｕｌｌｕｓ　ｃｈｉｎａは雌 ア

ルパカを表す。全員 がこの容器で チチ ャ酒 を飲 み， ｍａｃｈｏ 容器 の中味は一気 に呑 み

干さねばな らない。違反す ると罰 として所持品を取 り上げ られ， それ を返却 して もら

うために酒 などの支払いをす る。

　 １１　朝日が昇 る頃 楽隊 を 先頭 に 儀礼を 行 う家畜囲いへ 赴 くが， 儀礼用 の 囲いは

１０



友枝　　セニャル儀礼の増殖表象

ｓｅｆｉａｌ　ｃａｎｃｈａと呼ばれている。 予め選 んでおいた 雄 アルパ カを囲いの中で とり しき

り役が殺 し，死体 の処理 はて いねい に行い，口の ところに ｗａｙｌｌａの草 をそえる。 は

いだ毛皮 は儀礼 の期 間中囲 いの所 に置かれる。胃袋 中の残津 は リャマの脂肪 ウ ン トゥ，

コカの葉，樹脂， 香料 と一緒 に壷に入れて土 の中に埋 め， その上に ワイ ンをふ りか け

る。

　 １２　アルパ カを殺 す儀礼 がすむ と，い ったん家へ戻 り，酒類や温めたチチ ャ酒を飲

む。 そのあと再び外へでて，普段 に家畜が寝る囲いへ立 ち寄 って １回 りし，次 いで儀

礼 用の囲い ｓｅｆｉａｌ　ｃａｎｃｈａへ行 く。囲 いの外側を １周 し， 中に入 って １周 し， さ らに

一 隅にある石 （メサ とい う）を １周 し
，家へ戻 って屋 内にある石 （メサ とい う）を まわ

って踊る。朝 ８時頃 に食事 がだされ，アルパ カの焼 肉，とうもろこ しを煮 たモテ ｍｏｔｅ，

スープ ｃａｌｄｏを食べ る。

　 １３ 朝食後 に酒 をふ りま く儀礼 ｃｈａｌｌａｓｑａ　（ｃ£ ２－８） を してか ら， 全員で ｓｅｆｉａｌ

ｃａｎｃｈａへ行 く。 主人 は前夜祭 ｖｉｓｐｅｒａ で用いた 儀礼用の メサ， アルパ カ雄を 表す

ｃｈｉｗａｎａ容器を持 ち，女主人 はアルパカ毛製多色 のマ ン トｓｅｆｉａｌ　ｑｅｐｅに，　ｍｕｌｌｍｅｓａ

（家 と家畜 を表す ミニアチュア）， 切 り取 った耳の切片 を包 むた めのマ ン ト， メサ用

の袋，ｐｕｒｕｗａｎａの ロープ，家畜を表す土製像，　ｐｕｋｕｃｈｕ （毛皮製の コカ入れ小袋）

を包んで持 って行 く。

　 １４ 囲いにある石 のメサ のまわ りに集 まり， とりしき り役が ｃａｎｃｈａ　ｍａｒｑａｙｃｈｕ

とい うかまどをきず く。燃料 には家畜の糞 を用い， かま どか ら立ち昇 る白煙 によって，

旅人に ここで祭 りを して いることがわかるよ うにす る。同 じ目的で囲 いの中 に白い旗

も立ててお く。 ここで も捧 げ物 をつ くり，かま どで焼却 し， ｃｈａｌｌａｓｑａを くり返す。

この間は全 くの無言 で，楽隊 も演奏を止め る。

　 １５　 リャマの子供 の中か ら， 最 も美 しい 白色の もの ｉｒｐａを雌雄 １頭ずつ選び， メ

サ に連れて くる。 ２匹を横倒 しに し，性 交する真似 をさせ，毛糸製の花飾 り ｆｌｏｒｃｉｌｌｏ

と多色の房飾 りをつけてや り，赤土 の ｔａｋｕを体 に塗 る。雄の片耳，雌 の両耳の一部

を切 り取 り，流れる血は ワイ ンとチチ ャ酒を入れた ｃｈｉｗａｎａ容器に受 ける。耳 の切

り方 にはきま った形があ り，ｑｈｏｒｏ（耳全体を切 り取 る），　ｋｕｐｉ，　ｍａｃｈｅｔｅ，　ｓａｃａｂｏｃａ，

ｐｉｌｌｋｉ，　ｌｌａｖｅ，　ｗａｌｌｐａｃｈａｋｉ，　ｐｉｃｈｉｒａな ど各 々名称 があ り，全 く切 らない場合 もあって，

ａｒｒｉｎｃｈｕ とか ｃｈｏｑｏｗｏ と呼 ばれ る。 これ らの耳 じる しは，現在で は数 を記入 した

耳輪や入墨 に変 りつつあ る。

　 １６　 コカの種子 ｍｕｑｌｌｕで家畜の肩甲骨，そけい部，耳 の中を こす り，チュー リャ

ｃｈｕｌｌａ液 をか ける。　ｉｒｐａの耳 か ら流れた血に酒 を混ぜ た ｑａｓｐａを全 員で飲 み， この
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飲み物は誰 も拒絶で きない。女 た ちが リャマの歌を うたい，それに合わせて主人や男

が踊 る。家畜番人 が参加 して いれば，彼 と一緒 に踊 る。踊 りがすんで コカ葉 を噛み，噛

んだかすは捨てないでメサの上に集めてお く。 しば らく休憩があ り，これを ａｐａｃｈｅｔａ

という。

　１７ 祭 りの期間中，儀礼が慣例 と規範 に従 って厳密 に行われ るよ うに，と りしき り

役は配慮す る。規範の逸脱者 には，罰 として所持品を取 り上 げ，それを取 り戻 すた め

の酒類 の支払いを要求する。酒類 を飲む ときは地面 にこぽさぬ よう注意する。さ もな

い とアルパ カが流産するおそれがある。 コカキ ン トゥを置 くときも，脱帽 して行 い，

コカの葉がマ ン トの外に こぼれた りせぬよ う注意す る。儀礼の途中で囲いか ら参加者

の誰かが立 ち去 った りせぬよ う監視す る。

　 １８　しる しつ けがすんだ家畜を囲いか らだす ときに，家畜の糞，小さな石 の ｃｈｉｌｌｕ

を投げかけてや り， しば らく家畜 と一緒 に走 り， 途 中で全 員 ひざまずいて， ｐａｄｒｅ

ｎｕｅｓｔｒｏと ａｃｔｏ　ｄｅ　ｃｏｎｔｒｉｃｉ６ｎ の祈 りを 唱え る。 この とき 毛布 に くるまった ｋａｔａｒｉ

とい う役の男が登場す る。 生殖 力を表す この ｋａｔａｒｉが女た ちをか らか い， アルパカ

の性交の真似をす る。 他 の男た ちと争い合 って， 常 にこの ｋａｔａｒｉが勝つ。 別名を

ｈａｎａｃｈｏ （種ｔａｌ　ｐａｄｒｉｌｌｏ） ともいい，れ こを演 じる ことで，不妊 のアルパ カ ｕ，ｒｗａを

妊娠 させ るといわれ る。

　 １９ 祭 りの最中 に誰かが通 りかか ると， コン ドル ｍａｌｌｋｕが きた とい って，す ぐに

捕えて ｃｈｉｗａｎａ の容器で酒 を飲 ませ る。 コン ドルの客 は祭 りが おわ るまで引 き止 め

てお くが， さ もない と幸運を取 り逃がす といわれる。 コン ドルは誰 であって もかまわ

ない とされ， か りに日頃の敵対者 で も， この機会には全てを忘 れて仲良 くすべ きだ と

され る。

　 ２０　しる しつ けがすんで囲いか ら家へ帰 る際 に， とりしきり役 は， ロープを使 って

荷かつ ぎの リャマを集 めるよ うに， 参加者を寄せ集め る。 主人は メサ と ｃｈｉｗａｎａの

容器を手に し， 女 主人 は 「しる し」 ｓｃｆｉａ１を入れ た包 み ｓｃｆｉａｌ　ｑｃｐｅ を持 ち， その

他の人 々も何 かを手 に していて， とりしき り役が ロープを はずす と，一 同で帰途 につ

く。

　 ２１ 道 の途 中で，朝方に殺 レたアルパカの毛皮をま とった男 ｋｕｃｈｕ が現れ る。 こ

のとき男た ちは女 にふざけか か り，地面 に押 し倒 して， アルパ カがす るよ うに交尾 の

真似 をす る。女た ちもアルパカがす るように唾をはきかけて，身を守 ろうとす る仕草

を示す 。

　 ２２　 とりしき り役 は一群の リャマを追 ってい るかのよ うに振舞 い，遅れが ちの者 に
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は鞭を くれ，女た ちをか らかい過 ぎる男 には去勢 をす る仕草 を して威嚇す る。主人夫

婦が常 に群 れの先頭 に立 ち，先にでようとす る者 がいる と抑 える。途中で囲いのかま

どに立 ち寄 り， このまわ りを輪にな って踊 る。左右にまわ りなが ら，女た ちが男たち

を火に近 づけるか のように前に押 し出す。

　２３ 家 の庭 に到着す ると， リャマか ら荷物 をおろす ように， とりしき り役が参加者

の持 ってきた品物 を受 け取 る。 このあと全員 は，長旅のあ との リャマがす るように，

地面を ごろごろ ところげまわ る。

　２４ 午後 ４時頃に食事 がだ され， アルパカの焼 肉 ｋａｎａｃｈｏ，煮 た とうもろこ しのモ

テ ｍｏｔｅ，凍結乾燥 じ ゃがい もの料理 ｍｏｒａｙａ，肉と米が入 ったスープを食べ る。宴会

がすんでか らも，歌 と踊 り，酒類の もてな しが夜遅 くまで続 く。

　２５ 夜にな って， メサのまわ りに参加者 が集合す る。 このとき一 度屋内に入 った人

は， 夜明 け まで 続 くこの 儀礼 を 途中 で 抜 けだす ことはで きない。 ここで ｍａｃｈｕ

ｗａｑａｙｋｕｙとい う一種の コメデ ィが演 じられ，地方官憲の態度，パ トロンの権力，イ

ンデ ィオの隷属ぶ りをか らか った内容にな ってい る。

　２６ パ トロ ンを演 じるのはと りしきり役で，十字に交叉 させ たロープを胸にか けて

い る。 この とりしき り役に対 して，「金」を表す黄色の とうもろこし粒 を，主入が沢 山

提供す る。パ トロンはこの 「金」でチチ ャ酒売 りを演 じる女 か らチチ ャ酒 を買い，屋内

で ｃｈａｌｌａｓｑａを してふ りま く。 チチ ャ酒が参加者 の体 にふ りかか り，大 さわぎにな る。

この際の仕草や酒が ふ りかか った恰好か ら，それぞれの人 に ｍｏｎｔｅｒａｎｉ，　ｓｏｍｂｒｅ「ｏｎｉ，

ｃｈｕｌｌｕｍｉ，　ｃｈａｓｋａｎｉ，　ｔａｙａｋａｎｉ，　ｍｏｑｏｎｉ，　ｐｉｃｏｔｏｎｉなど， その場であだ名をつける。

　 ２７　 このさわぎの中でパ トロ ンが参加者 との間 に争いをお こし，その場 で官憲 をき

めて裁判をす る。パ トロンにとって不当に有利 な判決が下 され，全員がパ トロンを非

難す る。パ トロンは判決 に基づ いて各人が雄の リャマを提供す るように求め， これを

追 って Ｃｕｚｃｏの谷 へ旅 を し，家畜番のための食料 を調達 しにい くとい う。

　 ２８ パ トロ ンは ｃｈｉｗａｎａ 容器で酒を飲み， リャマを集 める 真似 を し， 参加者 は

「金」を表す とうもろこし粒若干 を渡す。 とうもろ こし粒 を扱 うときはいかに も重 た

そ うな仕草をす る。

　 ２９ 次 いで ４個の ｃｈｉｗａｎａ 容器で酒を飲みなが ら， この間にパ トロンと参加者 の

間 に長 々と した対話が くりかえ される。良 い種雄か，双子生 みの雌 か，良質の毛 を産

す るか， ｗａｋａｙａか ｓｕｒｉかとい った問いが発せ られ， これにパ トロ ンが答え る。 こ

の問答の儀礼 は ｓａｍｉといわれ る。

　 ３０　 このあ と包 みの ｓｅｆｉａｌ　ｑｅｐｅを貯蔵庫 に納め，　ｋｉｙｕの踊 りをす る。鳥を真似た
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踊 りで，踊 りの輪 の中 に ｋｉｙｕ鳥 の雄 ｍａｃｈｏ　ｋｉｙｕが いて歌 い，まわ りの男 たちが こ

れ に応える。 陽気 に振舞 う女た ちがそのまわ りをあち こち踊 りまわ って歌 う。女た ち

の間 にあて こす りのいい合 いや競争がある。突然踊 りの輪が くずれ， とりしき り役が

男た ちを捕え，殺 して皮をはいで料理する真似 をす る。男た ちは口笛 を吹 いて再び集

ま り，最後に ｋｉｙｕ　ｐｅｌａｙという砂糖入 りの温 いチチ ャ酒を飲む。

　３１ 踊 りなが ら儀 礼用の囲 いに行 き， 雄 の リャマを捕え， 赤土 の ｔａｋｕ を 体 に 塗

る。 さ らに多色の リボンを耳 につ けてや り，女た ちは雄 リャマの力強 さ，優美 さ，敏

捷 さを讃 えて歌 う。家 に帰 って食事がだ され，アルパカの胸 肉を焼いた もの，ゆでた

チ ューニ ョ （凍結乾燥加工 した じゃが い も）， とうが らし入 りの肝臓肉， とうが らし

入 りの小麦料理な どを食べ る。

　 ３２ ｓｅｆｉａｌａｋｕｙの祭 りを無事 おわ った感謝の祈 りを捧 げ，家畜の増殖を祈願する。

食物 が主人 か ら参加者 に分 配 され， 人々はそれを家に持 ち帰 る。最後 に切 り取 った耳

の切片 の埋ｆｆ　ｎｉｎｒｉ　ｐａｍｐａｋｕｙがあ り，囲い にあま り遠 くない場所 に埋 める。穴を掘

って捧げ物 と一緒 に 「しる し」ｓｅｆｉａｌを埋 あ，各人が少 量の土 をかけなが ら， スピ リ

ット存在 のアブに対す る祈 りを唱える。家 に帰 って夜明 けまで飲 んだ り歌 った りし，

散会 の ときに， 互 いに自分の家で 催す ｓｅｆｉａｌａｋｕｙ への 招待 を して お く ［ＤＥＬＧＡＤｏ

ｌ９７１：１８５－９６］。

３． 増 殖 の 表 象

　自分の所有す る家畜が無事に生育 し，群れの頭数が増えることは，家畜所有者の期

待であり最大の関心事である。その期待を実現するために行 うセニャル儀礼は，した

がって当然ともいえるが，様々な形での増殖を表象するものとなる。以下にはセニャ

ル儀礼の増殖表象だけを検討するが，表象の内容に沿って，生殖表象，増量表象，一

般増殖表象に分けて記述していくのが有効である。

生 殖 表 象

　家畜の群れか ら若 い雌雄 １対を選び，性交 を擬 させ る儀礼 は，多 くのセニ ャル儀礼

にみ られ る。事例 の Ｔｕｐｅでは，家畜が増 えるようにと，子牛 の雌雄 に性交を真似 さ

せ るのを 「結 婚」ｃａｓａｏ　ｙ　ｖｅｌａｏといってい る （１－２８）。　Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は， 白色 の リャ

マの雌雄を抱き合 わせ る ことを，「結婚の床の行為」ｌｅｃｈｏ　ｎｕｐｃｉａｌと説明す る（２－１５）。

Ａｙａｃｕｃｈｏ県 の Ｓｏｃｏｓ村では， 羊の １対を抱 き合わせ， マン トに くるんで， 「結婚」
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ｃａｓａｍｅｎｔｏ させ てか ら， 健康 と安全のために 「薬」 と称 して， コカキ ン トゥと リャ

ンプ １１ａｍｐｕの粉を混ぜた ものを噛ませ る。類似の儀礼 はほか に も数多 く報告されて

い る。

　 １ Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉ（Ｐｕｎｏ県） のアイマラ族の村 にお ける ｓｅｆｉａｌａｓｑａでは，主人 夫婦

　が しる しのない家畜 の中か ら，雌雄 １対を選 び，参加者 が手伝 って ２匹を横倒 しに

　 して， しっか り抱 き合わせ，東の太陽が出る方角を向 くように置 く。家畜 の体 に多

　色 の リボンを結び，主人夫婦 がその上に ｃｈＵａの液をふ りかけ，残 りを飲 ませ る。

　結婚式 と同 じように， ｃｈｕｓｐａ （コカ入れ袋） の柄 のひもを， 鎖のよ うに 雌雄 に巻

　 きつ ける。 このあ と耳 の一部 を切 り， コカの葉をふ りか けて家畜を放 し，参加者一

　 同が互 いに抱 き合 って祝福 をす る ［ＣＨｏＱｕＥｃｃＡＨｕＡ　ｌ　９７１：１８３］。

　 ２　 ０ｒｕｒｉｌｌｏ村 （Ｐｕｎｏ県） の ｓｅｆｉａｌａｋｕｙで は， 雌の上に 雄をの りかか らせ， そ

　 の傍 で一人 の男が家畜 （羊） の性交を擬 した動作をす る。 この 「家畜の結婚」は家

　 畜の増殖 を願 って行い， このあと耳の一部を切 り取 り， リボ ンを結ぶ。 しる しをつ

　 け るときに皆 で踊 り，花を家畜 に投げてや り，「家畜の誕生日」 を祝福す る ［ＧＡＲＲ

　 ｌ９７２：１５２］。

　 ３　 Ｄｅｓｃａｎｓｏ村 （Ｃｕｚｃｏ県） では，儀礼 をと りしきる呪術師の ｐａｃｏが雌雄を選

　 びだ し， ２匹 を抱 き合わせて四肢を縛 る。 その上を マン トで くるんで 「羊の結婚」

　 を させ る。 これは家畜の増殖を表 し，群 れが無事 に育つ ことを願 って行 う。家畜 に

　 は赤 っぽい ｔｏｑｏという鉱物 を用 いて十字の線 を描 き， 耳の一部 を切 り取 り，花 の

　 冠を角 にか けて群れの中に戻す ［ＧＯＲＢＡＫ　 ｌ９６２：２７９］。

　 ４　 Ｕｒｃｏｓ地 方 （Ｃｕｚｃｏ県）の羊のセニ ャル儀礼 において， 雌雄 を選 びだ し花飾

　 りを首 にかけてや る。 教会聖職者 ｓａｃｒｉｓｔａｎ に見たてた老齢の雌羊を前 に して， そ

　 の雌雄 に夫婦 となる ことを誓 うか否かを訊ね，互いに仲良 くす ることを約束する と，

　 両方 を抱 き合わせて 「結婚 式」が終了す る。羊の １対 には コカキ ン トゥを噛ませ，

　 チチ ャ酒を飲 ませ る ［ＭＡＲｚＡＬ　 ｌ９７１；２７５］。

　 ５　 Ｌａｒａｏｓ （Ｌｉｍａ県） でカーニバル の頃に行 う牛 の 「焼印入れの祭 り」ｆｉｅｓｔａ　ｄｅ

　 ｈｃｒｒａｎｚａ では， 牛 倒 し役 の若者が力ず くで子牛 の雌雄 を捕 え， メサの前で押 し倒

　 し，四肢をか らみ合わせた 「結婚」の真似 を し，家畜が増え るよ うにす る。 また，

　 この あとの ｃｈａｌａｙｃｕｙ とい う 「遊び」では，家畜囲いの中にいる人 々 （主 に若 い

　 男女） が家畜の群れのよ うに動 きまわ り，牛倒 し役 がその中か ら若い太 った男女 を

　 追いか けて捕え，牛 に見たてて囲いの中央に押 し倒 し，手足をか らませ， リボンを

　 結 び，耳切 り，焼印入れの真似 をす る。解放 された男女 は怒 った雄牛 と雌牛 のふ り
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　を して， うな り声 をあげた り， 地面を足でかいた りし， 逃 げまわ る 人 々を追 いか

　 け，その人 がつ けて いる帽子，ポ ンチ ョ， マ ン ト，履物 のオホタ（一種 のサ ンダル）

　や靴を はぎ取 って 空 中に投 げる ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 ｌ９６５：１５３－４］。 この 「遊び」 は同 じ

　Ｙａｕｙｏ地方 の Ｈｕｆｉａｃに もあ り， 「結婚」ｃａｓｏｒｉｏ と称 し， ひそかに愛 し合 ってい

　 ると思われる男女 を捕 える。 この 「遊 び」 は家畜の子が沢 山生 れるよ うに願 ってす

　 る ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 １９６５：１１５］。

　家畜 の増殖を期 待 して行 うこれ らの儀礼において，明 らか に家畜の雌雄 の性的行為

が表 されてい る。 この場合，そのや り方は雌雄を抱 き合わせ るのであ って，家畜の 自

然 の交尾形態を擬 した ものではない ことが重要である。増殖のための儀礼的 な家畜の

生殖行為 は，人間 の生殖行為 に擬 して表 されている。 この儀礼での家畜 の生殖 は， し

たが って， 《規範的生殖行為 》 とで も呼べ る ものであ り， これをさ して 人 々が 「結

婚」 と呼んでい るのは， 単に性的行為 の 娩曲表現以上の 意味があ る。 したが って，

Ｕｒｃｏｓの場合には， 雌雄の抱合せ は， 教会結婚で夫婦が交す抱擁 と解 され， 性的行

為 （生殖） としての抱合せ の意味が弱 め られ，結婚 （規範）の意味がよ り強調 された

ものといえる。家 畜を結婚 させ る儀礼の表象的意味 は Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ村 （Ｈｕａｎｃａｖｅｌｉｃａ

県） の 「羊の結婚」において一層明瞭 とな る。

　 ６　 カｔ一ニバルの頃に 「羊の結婚」を行い，前年 に生 れた羊 の中から雌 雄を １匹ず

　つ選 び，向かい合 わせて抱 き合 う形にする。山の スピ リットである ワマニ Ｈｕａｍａｎｉ

　 が この結婚を祝福 し，わず かばか りのやせた羊の群れに恵 みを与 えて くれ るように

　祈 る。この 「結婚式」で主人は 「ベテ ラン司祭」の ように振舞 うが，それ は儀式の

　正確 さと秩序が要求 されているか らで，経験不足のために誤 りをおか した りす ると，

　 山のス ピリッ トが この結婚を喜んで受 け入れて くれない。結婚 した羊は， このとき

　 か ら，生殖する 「法 的な承認を得 る し，また義務 を負 う」 と解 されてい る。耳 につ

　 ける リボ ンは 「結婚 した しるし」だ とされ る ［ＳＡＮｃＨＥｚ　 ｌ９６５：１４］。

　上述 Ｏｒｕｒｉｌｌｏ村 に関す る記述内容 （３－２） か らす ると， ここでは羊 の交尾が擬 され

ているよ うで， これまでの解釈 にそ ぐわないかにみ える。 しか し，家畜の傍 で男が交

尾の動作を真似て いることは，人間 （規範的，家畜 の 「結婚」のモデル） が家 畜の交

尾 （生殖） を擬す ることで あり， したが って， 《規範的生殖》の意味は保持 される。

実際 これ も 「羊 の結婚」 と呼ばれている。セニ ャル儀礼の全過程を分析 しおえたあ と

で明 らかになることで あるが，《制御 された増殖 》は儀礼の基本的 メッセージ とな っ

ている。家畜 の結婚儀礼が表す《規範 的生殖 》は， この基本を忠実に反覆 してい るセ

ニ ャル儀礼 の構成部分で ある。
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　Ｏｒｕｒｉｌｌｏの村ではセニ ャル儀礼 を 「家畜の誕生 日」 と比喩的に表現 し （３－２），生殖

を表 す 諸事例はそれ ぞれ に 「結婚」 と 直接に 呼ばれた り， それにたとえ られて いる

（１－２８，２－１５，３－１～６）。 結婚 の対象 にな ってい るのは， いずれの場合 も， しる しを

つけていない若い家畜であ る。セニ ャル儀礼 の重要な表象的側面 である《移行 》 との

関連 でいえば， セニ ャル儀礼が 《家畜の通過儀礼 》と もいえ る性格 を帯びる ことは，

注 目しておかねばな らない。

　 Ｍａｃｕｓａｎｉの儀礼 には家畜の 「結 婚」 （２－１５） の ほか にも， 生殖 を 表象す る儀礼 の

局面があ る。 家畜 の しる しつけをす ませたあ と， 不妊のアルパ カを 治す のに， 種雄

ｈａｎａｃｈｏを演ず る男が アルパ カの性交を真似 て女 をか らか う （２－１８）。 また囲いか ら

家 に帰 る途中 （参加者 は荷 をかついだ リャマに扮 している）， 男たちが 女 にふざけか

か り，交尾の真似 をす る。 しか し，女をか らかいす ぎる男に対 して は， リャマ追 いに

扮 してい る儀礼の とりしき り役 が去勢の 威嚇を加 える （２－２０～２２）。 この場合一 方に

おいて生殖力が強調 され，他方 において，過 剰に表現 された生殖 に対 して は，威嚇に

よる制御が行われてお り，《制御 された生殖行為 》が表象 される。．結婚が社会的制御

であ るの に対 し， 去 勢は 生理的制御である。 なお この儀礼 は群れの 統率 （リャマの

群れ と リャマ追い）， す なわち《集団 》の表象行 為の中で示 されてい ることも， つ け

加 えて おかねばな らない。 同様の ことは ｋｉｙｕ 鳥を 真似た 踊 りに際 して も表 され る

（２－３０）。Ｐａｃａｒａｏ （Ｌｉｍａ県） で もセニ ャル儀礼の 中で ｋｉｕｙｕ鳥 を真似た踊 りが あ り

［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：ｌｌ２］，　Ｍ ａｃｕｓａｎｉの踊 りと同 じらしいが，　ｋｉｕｙｕ が高地 に棲

息す る 鳥 で 幸運 （増殖 に近 い概念）の しるしだ とい うこと以外 には， 詳 しい ことは

わか らない。 なお Ｐａｃａｒａｏ では， 村人 の家畜 をひ と所 に 集 めるときに， 始ま りの

音楽 に合わせて， 老人 に扮 した男女が登場 し， コ ミックな踊 りの中で 性交を 真似 る

［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：１１２］。 これ もまた， 老人 （日常的 な意味で生殖 力がない） の

性交 （生殖） と して， 《制御 された生殖》のヴ ァ リエーシ ョンをな してい る。但 し老

人 の性交 の持つ意味 は単 にそれだ けで はないであろ う。

　 結婚 や性交 ほど明瞭 ではないが，儀礼の参加者を男女に区別 し，両者間の競合，競

争を強調す るよ うな局面 も，生殖表象の弱い形態 として， ここで考慮す ることがで き

るであ ろう。Ｔｕｐｅで は家畜の血を塗 る際に，男女が互 いに相手の顔に塗 る （１－２７）。

記述 の中で特 に競合 が指摘 されて いるわ けで はない。 しか し，違反行為 とその処罰が

わざ と行 われる こと （１－１６～１８）か ら判断 して， 「血 を塗 る ことは 拒絶で きない」 の

記 述 （１－２７） に， 男女 間の儀礼的 な争 いを想定で きる。また焼鏝 入れを終 った日の夜

の踊 りが もっともにぎやかで，男が女の スカー トを持 ちあげた り，悪ふ ざけを し，男
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女間に一種 の競争 がある （１－３１）。 同様 の 事例 をなおい くつか加え ることができる。

　 ７　 Ａｙａｐａｔａ地方 （Ｐｕｎｏ県） のカーニバルの頃 にある家畜儀礼では，家 畜の生殖

　力を強め るために ｃｈｕｙａの液を家畜にかける。　ｃｈｕｙａ は白い とうもろ こし粉と豆

　の粉を甘 ロワイ ン ｖｉｎｏ　ｄｕｌｃｅ に溶 いた乳状の液体で，男 は貝製の容 器に，女 は小

　 さい土製 の容器 にこれを注 ぎ， メサの上 にふ りか けたあとで，家畜囲いへ走 って持

　 って行 き，液 をふ りまいて戻 って くる。男女で競争 し，男が先着す ると雄 が生れる

　 といい， 女 が先着す ると 雌が 生 れる とい って， 皆で 喜び 合 う ［Ｍ ＥＲＥＬＬＥ，　ＲＯＹ

　１９７１：１６６］。

　 ８ Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの儀礼 （ｃ£３－１） では，男女別 々に用意 した メサがあ り，その上 に

　甘い ｃｈｕａの入 った容器 とワイ ン入 りの容器が ある。 この中に選んだ コカキ ン トゥ

　を入 れる。主人夫婦か ら始 めて，参加者 が順番 に，男女対 にな って容器の液を飲み，

　家畜 に もふ りか ける。盃を交換 して同 じことを くり返す ［ＣＨｏ２ｕＥｃｃＡＨｕＡ　 ｌ９７１：

　１８２］。

増 量 表 象

　 コカの葉 はア ンデ ス地帯の インデ ィオ農民 に とって欠 かせない生活品であ る。 コカ

を噛む と空腹 や疲労を忘れ ると一般 にいわれ， 日常的 な嗜好品 と して用い る。 この よ

うな通念 を伴 っているコカの葉が増殖儀礼 に用い られ るのは， きわ めて 自然で ある。

この点 では， コカの葉を 山の ス ピリッ トへの捧げ物 とす る （ｃ£２－５）， 儀礼の対象 と

なる家 畜に噛ませ る （ｃｆ．３－４），参加者が儀礼的な コカ噛みをする （ｃ£２－１６） な どは，

次 に扱 う一般増殖表象の コカ と見倣す ことができる。 ここで扱 うのは，そ う した性質

を備 えたコカの葉 の中か ら，特別 な葉を選 びだす ことの儀礼的 な意味で ある。

　周知 のよ うに， コカの木 はア ンデスの東斜面 のモンターニャ地帯で栽培 され，寒冷

な高地 では生育 しない。摘 み とった葉 は乾燥 したあとで籠 につ め，大量に山岳地帯 に

搬 出されて いる。店頭 や市場 で売買 され るコカの葉 は，乾燥や運搬の過程で破れた り

折 れた りして，殆 どの葉の形 は損われている。 コカキ ン トゥ ｃｏｃａｑｕｉｎｔｕの儀 礼 （ｃ£

２　一・５） は， こうした葉 の中に少量混 じってい る完形を保 った葉を選びだす作業 に， 儀

礼 的な意味を与え るものであ る。

　大量 のもの か ら少量 しかない特定 の もの （完形の葉） を《選びだす努力》は，逆説

的 に少量 を大量の表象 とす る。家畜 の増殖 を期待す る人 々が， そのために必要な山 の

ス ピ リッ トへ の捧 げ物 として， コカの葉 を選 ぶので あるか ら （２－５，１７）， この 《大量

表象 》はそのまま増殖の表象である。 しが も， この種の捧げ物は しば しばス ピ リッ ト
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存在 に対す る 「支 払い」 （ｃｆ．　１－２４） と考え られている。さ らに， コカの葉 は １枚， ２

枚 と数をかぞえ うる ものであるか ら，増殖 は特 に《増 量（数）》 と定量的 に表現 された

ことになる。つま りコカの葉 は， ここで は， 《一般増殖 》 と《増量 （数）》を重出的 に

表象す る。セニ ャル儀礼 における表象事物 （行 為） の重出性 は， コカの葉の場合 に限

らない し，その分析 によ って儀礼の意味の変換や変形 を追跡す ることが可能にな る。

　Ｍ ａｃｕｓａｎｉの事例 は，捧 げ物 にあらわれた大量 と少量 の関係を明瞭 に示 してい る。

コカキ ン トゥは山のス ピ リッ トであるアブ Ａｐｕに捧 げる品で あ り（２・－５
，１７），また犠

牲動物の胃袋 の残津 を土 に埋 める際 にも用い る （２－１１）。 注 目を要するのは， 火に く

べ る捧げ物 の中に１２粒 （数量表現） のコカの種子 ｍｕｑｌｌｕが加 え られてい ることで，

この １粒 （小） が コカの葉 １籠 （大） を表 して いる （２－６）。Ｔｕｐｅの儀礼では コカの

葉の使用が指摘 されているだけで （１－９），その内容は不 明だが， コカキ ン・トゥは殆 ど

全てのセニ ャル儀礼 にみ られ，特 に前夜２１５　ｖｉｓｐｅｒａの段階 で行われ る。

　 ９　 Ｍｏｙａ村 （Ｈｕａｎｃａｖｅｌｉｃａ県） のセニ ャル儀礼 の前夜祭の席で，主催者 の妻が

　参加者 に一つ かみのコカの葉を配 り，各人は これを両手 で受 け取 る。形が損われて

　いない葉 を選 び，男女別 々にメサ上 のひ ょうたん製容器 の中に入れ る。 この コカキ

　 ン トゥは山のス ピ リッ トで あるワマニ Ｈｕａｍａｎｉに対 しての 「支払 い」 ｐａｇｏであ

　 り，コカの 「支払い」は この祭 りに不可欠 の条件であ る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ　９６５：１３１］。

　増殖を定量 的に表す （数 え られる増殖） コカキ ン トゥは，捧 げ物 と して も数え られ

るものであ り， この 「支払 い」 に対す る山のス ピ リットか らの 「恩恵」 と して，家畜

頭数の増大 が期待で きる。Ｓｏｃｏｓ村 （Ａｙａｃｕｃｈｏ県） の コカキン トゥ選び は， この点

を特殊化 した儀礼 で示 して いる。

　１０　参加者 はコカキ ン トゥを見つ けると， １枚 を １００と数 えて，儀礼の とりしきり

　役に渡す。 ここでは コカキ ン トゥは捧 げ物 （支払い ｐａｇａｐｕ） と して用い られるだ

　 けでな く，「薬」ｒｅｍｅｄｉｏ と称 して リャンプ １１ａｍｐｕの粉 と一緒 に羊に噛ませ る。

　Ｓｏｃｏｓ村 において はコカキ ン トゥは捧げ物 （支払 い）と 「薬」 に用い られ るが （ｃｆ．

Ｐ．１５），いずれの場合 も原因を１００倍する ことで，結果 （頭数，健康安全 ）の増大を期

待 し， 原因で結果 を表す表象 的行為 となってい る。 さ らに Ｓｏｃｏｓでは， この結果 と

しての頭数増大 を，ｅｎｔｒｅｇｏ（引渡 し）あ るい は ｔｏｒｏｐｕｋｕｌｌａｙ（ｔｏｒｏ＝雄牛，　ｐｕｋｕｌｌａｙ

＝遊 ぶで，闘牛の意味で も使 う）と称す る儀礼の局面 で，１００頭の家畜を表す小石 （こ

れを ｉｌｌａと呼んでい る） を使 って も表現す る。

　 コカキ ン トゥは少量で あ り， それ は選 ぶ前 か ら《予 め限定 》されてい る。 したが っ

て， コカの葉 による増量表象 も，結婚や性交の《制御 された生殖 》と同様に，《限定
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された増 量》を意味す る。 この点は，限 られた コカキ ン トゥをめ ぐって参加者 間に一

種 の競 争を生 じる場合 に，明瞭 とな る。Ｓｏｃｏｓ村で はコカキン トゥを数 多 く見つ けた

人 は 「幸運」ｓｕｅｒｔｅに恵 まれ るという （ｃｆ．　３－１０）。　Ｍ ｏｙａ村 のコカキン トゥに関 して

は，直 接に触 れ られて いるのは，男女別 々に選ぶ ことだけで ある （３－９）。 しか し，当

日の祭 りの様子か らは，競合 の様相を うかが うことができる。

　 １１　当 日の祭 りの始 ま りに，儀礼 を とりしきる役の頭 目 ｃａｐｏｒａｌか ら，前 夜の コカ

　 キ ン トゥの 「支 払い」 に応 じ，参加者 はクラベルの花を もらい，帽子や ボタン穴な

　 ど 「目につ く」ｖｉｓｉｂｌｅ場所 に飾 る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ９６５：１２４］。

　 選んだ コカキ ン トゥの数 と分 け与 え られ るク ラベルの花の本数が対応 して いるのは

明 らかで， Ｓｏｃｏｓ村で 「幸 運」 と観念化された表現 が，　Ｍ ｏｙａ村では 「花飾 りの多

さ」で具体的に表 され る。Ｍ ｏｙａで は花は山のス ピリッ トに所属 している もので あり，

増殖 の シンボル とされ る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ　９６５：１２４］。 さ らに Ｔｕｎａｎ（Ｊｕｎｉｎ県） の

例 が一層 この点を明 らかにする。

　 １２ 前夜祭の始ま りに， 主人 が部屋 の中央 に敷 いた マン ト　 （メサを表す） の上 に

　 コカの葉を大量 に盛 る。参加者 は各 自の分 を手 もとに取 り分 け， うや うや しい態度

　 で コカの葉を噛み始め るが （儀礼 的 コカ噛 みで， 一般 に ｃｈａｃｃｈａｄａ，　ａｒｍａｄａ と

　 呼 ばれる）， 見つけた 完形の葉は 手の中に しま ってお く。 主人 に 指 名された 頭 目

　 ｃａｐｏｒａｌまたは勘定役 ｃｏｎｔａｄｏｒと呼ばれ る人物が，紙 と鉛筆 を持 って控 え，各 自

　 が コカキン トゥ１枚を渡 す ごとに，その葉 の大 きさに応 じて，１０頭，１００頭，１，０００

　 頭 とかぞ え， その 「家畜番」 の名前 と頭数 を記入 し，誰が一番頭数を集めるかを競

　 う。集 めた コカキ ン トゥは， メサ中央 にあるチチ ャ酒 とアグアルデ ィエ ンテ酒 を混

　 ぜ て入れた ひ ょうたん容器 の 中に 入れる。 この 「頭数 かぞ え」 ｒｅｃｕｅｎｔｏ の儀礼

　 に際 して，参加 してい る家畜番人 た ち （実 際の） が 主人 の 強欲 さや 冷酷 さを 非難

　 す る歌 を うたい， 主人 は 家畜番人 の 不注意 や 「盗み」ｒｏｂｏ を責 める 歌 で 応 え る

　 ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２６９］。

　 増殖をめ ぐって， コカの葉 と 家畜 は原因 （捧 げ物，「支払 い」「薬」） と結果 （頭数

増大，健康安全） の関係 にあ り， コカキ ン トゥ選びや コカを儀礼的 に噛む行為は，セ

ニ ャル儀礼の前 夜の段階 で特 に重要 である （ｃｆ．　２－５，３－１２）。 セニ ャル儀礼の《移行 》

表 象 との関連 でいえぱ，前夜祭 （夜，断食状 態，厳 粛） と当日祭 （昼，宴会 ，に ぎや

か） の対比が， コカの葉 と家畜の対比 と一致 している。 コカの葉 と家畜の因果関係は，

コカの葉が 牧 草 （増殖の原因） にみたて られ る場合 に， より明 らかになる。 Ｔｕｎａｎ

の メサ上のひ ょうたん容器中 の液体 とコカの葉は，おぼろげなが らも，家畜に とって
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不可欠 な水 と 牧草 を表 してお り， したが って， コカを噛む行為 は， その状況 におい

て，’参加者 が家畜にな っている ことで ある。神聖な メサ上の牧草 と水，そのまわ りの

家畜は， もとよ り神秘的な増殖の世界 を表す といえよう。メサの表象 につ いては詳 し

い検討を要す るが， 山のス ピリッ ト世 界を儀礼的 に代表 した ものである ことは明 らか

で，Ａｙａｐａｔａ（ｃｆ．３－７）の メサは直接 に神秘的な家畜の群れを表 してい る。

　 １３　 メサの上 には， 家畜の群れを表 す土製焼物 の牛 （Ｐｕｃａｒａ で生産されていて，

　Ｔｏｒｏ　ｄｅ　Ｐｕｃａｒａの名で広 く知 られて いる），家畜 の小像数個が置かれている。訪 問

　 者 はコカの葉にひた したアグアルデ ィエンテ酒を メサ上 の家畜像 にふ りかけ，家畜

　 が増え，病気を しないで生 育するよ う祈願す る。 この祭 りの期間 中， メサ上の牛の

　 像 は ｅｎｑａｙｃｈｕ，家畜 の子供 は ｃｈｕｒｕ，アグアルデ ィエンテ酒 は ｕｎｕ （水）， コカ

　 の葉は ｐａｓｔｏ （牧草） と 呼ばねばな らない。 誤 って 日常の用語 （ｔｏｒｏ，　ｖａｃａ，　ｃｒｉａ，

　 ａｇｕａｒｄｉｅｎｔｅ，　ｃｏｃａ）を使用す ると，罰 として コカの葉 または アグアルデ ィエンテ酒

　 を提供 させ られる ［ＭＥＲＥＬＬＥ，　ＲｏＹ　１９７１：１６５］。

　 ｅｎｑａｙｃｈｕ とか ｉｌｌａと呼 ばれ る家畜を形 どった一種 の呪具 は，セニ ャル儀礼で広 く

用 い られて いる （ｃｆ．２－１３，３－１０）。いずれ も神秘的な生殖力 を有す る動物を表 した も

ので ある。本稿で は扱 っていないが， これ らの呪具に表 された《神秘的増殖 》の観念

が明 らかになれ ば，特 に ｅｎｑａｙｃｈｕ とか ｉｌｌａ と呼ばれる家畜像 だけで な く，種 々の

動物 象形壺 （２－１０） や家畜を演 じる人 々 （３－１２） の意味 もより一 層明 らかにす ること

ができる。 しか し， そのた めには，セニ ャル儀礼 の内容 だけでな く， ｉｌｌａに関す る信

仰や伝説の考慮が必要 となる。 いずれ に して も， Ｔｕｎａｎ の参加者が儀礼 的に家畜 を

演 じてい ることは，同 じＪｕｎｉｎ県 の Ｈｕａｎｃａｙｏの町で行 われた セニ ャル儀 礼か らも

推定で きる。 この事例 は競 争を伴 ったコカキン トゥ選び儀礼 の変形で ある。

　 １４　 ７月２５日の ｓｅｆｉａｌａｃｕｙ で，家畜 にしるしつけを して か ら， 男女は四つ這い に

　 な って種 々の家畜の習性を真 似る。 このあと， １枚 のコカキ ン トゥを浮べた チチ ャ

　 酒 を，大 きな鉢か ら飲むが，誰が この コカの葉 を口に くわ えるかの競合が ある。成

　 功 した人 は家 畜所有者 か ら家畜を １頭 もらえる ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６３！４：２０４］。

　 コカキ ン トゥをめ ぐる競合の表象 （増量） とコカとチチ ャ酒が牧草 と水 を表す とい

う一般増殖の表象複合 がみ られ， Ｔｕｎａｎ の 状況 を 充分 に 説明 しうる。 上記資料 は

Ｍ ｅｎｄｉｚａｂａ１か ら間接 に引用 した もので，原資料はサ ン ・マルコス大学の民族学 研究

室に保存 されてい る調査記録である。Ｍ ｅｎｄｉｚａｂａｌの引用が断片 的なため，家畜を擬

した行為 とチチ ャ酒を飲む行為のコ ンテクス トは必ず しも明瞭ではない。 しか し家畜

を明 らかに演 じてい る人 々が コカの 葉を噛み酒 を飲 む 儀礼 は， Ａｙａｖｉｒｉ地方 （Ｌｌｉｍａ
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県）か らも報告 されて いる。但 しこの場合 には参加者 間の競合 はない ようである。

　 １５ この儀礼 は耳 の切れ はしを埋 め る際 に行われ （埋める場所 は山の スピ リッ ト世

　 界の入 口と考 え られて いる。 ｃｆ：１－３４～３５）。「しるし」 を埋 める穴のそばに ２つの

　 新 しい深鉢 を置き，水 と牧草 を表す とされ るアグアルデ ィエ ンテ酒 とコカの葉を入

　 れ る。主人 が鞭 を手 に して，お ごそかな調子で，参加者に このまわりを踊 るように

　命 じる。踊 ってい る人 々は，合図を受 けると四つ這いにな り，鉢 に近寄 って，牛 が

　 川で水 を飲み 山で草を食べ るよ うに，唇 と舌だ けを使 って コカの葉を とり，アグア

　 ルデ ィエ ンテ酒 を飲む ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ　 ｌ９６５：１０６］。

　 上記 Ａｙａｖｉｒｉの事例 を導入す ることによ り，　Ｔｕｐｅにおける ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏの踊 りの

際に中央に置かれた ｃｈａｍｉｓｃｏｌ入 りの容器 （１－２９） の意味が明 らかになるで あろう。

ただ し ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏ の踊 りは《制御 》の表象 とい うセニ ャル儀礼 の重要な局面で もあ

る。逆 に この点で は，Ａｙａ▽ｉｒｉの例 におけ る主人が手 に して いる鞭の意味を明 らかに

している。

　 ケチ ュア語の テクス ト資料 であるた め，具体的事例 の説 明で はないが （この場合 そ

のためにより有力な資料 となる），Ａｃｈａ　Ｐａｒｕｒｏ （Ｃｕｚｃｏ県）の インフォーマ ン トは，

捧 げ 物をす る 際に 参 加者間 に 分配す る コカは 牧草 を 表 す と 述べてい る ［ＦＡＲＦＡＮ

ｌ９６２：２６２］。この資料は，セニャル儀礼 の最 も広い コンテクス トにおいて も，コカの葉

が牧草 を表す とい うことを想定 させ る。 コカの葉は日常的嗜好品の通念に従 って，増

殖一般 を表象す るのに適 してい る。その葉の中か らコカキ ン トゥを選ぶ ことは《限定

された増量 》を特定的に表す。 コカの葉が数え られるという属性を有するために，増

殖 は特 に《増量（数ノ》 として数量的に表現す ることを可能 にす る。いずれの表 象局面

において も， コカは増殖 の原因を表すのであ り，捧 げ物，薬，牧草 となるといえよ う。

　増量（数）の表象 は コカキ ン トゥにみ られ るだけでな く，他の儀礼局面 に異 な った形

態で も示される。Ｍ ｏｙａ村 における前夜祭 の最終段階で行 われる ｐａｎｄｉｌｌａ の踊 りは

その一つで，踊 りの群団 の人数を増やす ことが重要 になって いる。

　１６　参加者 たちは帽子 を目深にかぶ り， え り巻 きを鼻 のあた りまで巻 き，顔 をか く

　す ように して 「変装」ｄｉｓｆｒａｚａｒす る。 変装 した一団の人 々は歌 い踊 りなが ら， 村

　内の家々を訪 問 して まわ り，訪 問先 の人 々が踊 りの仲間に加わるように誘 う。留守

　の ときは訪問先をかえてまわ り，仲 間の数 が充分に増える と，特 に目的 な しに村の

　あ ちこちを走 りまわ って踊 り，明け方 に散会す る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ９６５：１３３４ ］。

　観察記録 の中で直接 に言及されていないが，ｐａｎｄｉｌｌａの踊 りには競合 の様相をつ け

加え ることがで きる。 ｐａｎｄｉＵａ はセニ ャル儀礼の 機会だけでな く， 別 の祭 りに際 し
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て も組織 される。 こうした場合，一般 に村の中に幾組 かの ｐａｎｄｉｌｌａ が成立 し， リー

ダ ーに率 い られた一団が村の中をね り歩 く。途 中で別 の群団に出会 うと， リーダ ー同

士が肩を押 し合 って勢力を競い合 う。聖サ ンテ ィァゴの前夜の場合 （Ｍ ｏｙａで はセニ

ャル儀礼 は聖サ ンテ ィアゴの 日に行 われる），家畜所有者単位 に ｐａｎｄｉｌｌａが組織 され

るわ けだか ら， 当然村の中に多数 の群団が組織 され る。群団 の仲間数を増やす場合 に，

相互の競 合は他 の祭 りの機会よ り一 層強 くなるで あろう。 事実 Ｍｏｙａ の例 では訪 問

先 の人が留守を して いる ことがあ る。ｐａｎｄｉｌｌａは男女 が対 にな って参加するのが一一ｍａ

で，特 に若 い男女 に人気 のある踊 りで ある。 この点 を考慮す ると　ｐａｎｄｉｌｌａの増殖表

象には，すで に述べた《生殖表象 》の側面 も有 して いる。家畜儀礼 が行 われ る ７月２４

日の Ｈｕａｎｃａｙｏの町では，儀礼 と直接関係 な しに も ｐａｎｄｉｌｌａが組織 され， その一つ

は上流階級 の舞踏会 の招 待客 たちによ り構成されている ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 Ｉ９５３：２６５］。

内容は不 明だが Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの村 （ｃｆ．　３－１，８）で も， しるしつ けのあ と，　ｐａｎｄｉｌｌａの

踊 りが夜 明けまで続 けられ る ［ＣＨｏ２ＡｕＥｃｃＡＨｕＡ　 ｌ９７１：１８４］。

　 Ｐａｃａｒａｏでは，村 の成員が ３組に分け られて，放牧地に散 って いる家畜 と村 内で飼

ってい る家畜を， ひ と所 に追 い集 めて 頭数をかぞえる （ｃ£ Ｐ．１７）。 この家 畜集 めに

際 して， どの組 が最 も巧 みに数多い家畜 を集 めるかが競われる ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　１９６４：

１０７－１１４］。Ｐａｃａｒａｏの家畜集めの競 争は現実の増数を競 う点で Ｍ ｏｙａ村の ｐａｎｄｉ１１ａ

（３－１６） に類似 し，家畜について競 う点で Ｔｕｎゑｎの コカキン トゥ （３－１２）に類似す る。

　 セニャル儀礼の参加者 が構成す る集団は， その成員の増減が数 え られ る点で， コカ

キ ン トゥと同様に， 数え うる増量 の表象 に適 している。 ｐａｎｄｉｌｌａ の成員を増やす行

為は増量 の表象 となるが，一方で人間の集団は， 《数を減 らさない》という，増殖 に

ついて の消極的な表現を可能 にす る。増殖の期待 は積極的な家畜頭数の増大 や生育 の

促進だけで な く，病気にな った り，盗 まれた りしないよ うにとい う期待を含 んで いる。

後者の《減少防止 》の表象的行為 は事例の中に もうかがわれ る。セニ ャル儀礼 では集

団結合が強調 されて お り （ｃ£１－１０，２０，３３），それだけに，集団か らの一部成 員の脱

落 は特別な意味を帯 びる。

　 Ｔｕｐｅの焼饅使 いの役 目の一つは，参加者が勝手に祭 りの場か ら立 ち去 らないよ う

に見張 ってい ることで ある。 誰 かが 抜 けだ しそ うになると　（記述の 内容か らして，

明 らか に意図的に行 う儀礼行為であ る）， 見失わ ない ように しる しをつ ける 真似を し

て仲間 に引 き戻す （１－１８）。 Ｍａｃｕｓａｎｉで も，儀礼 の途 中で参加者 は抜 けだす ことが

できない （２－１７，２５）。 特 に 最後の夜 に 行われる ｍａｃｈｏ　ｗａｑａｙｋｕｙ の場合の禁止

（２－２５） が重要で， これは Ｔｕｐｅ の しるしをつけて引き戻す儀礼の興味深 い変形で あ
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る （ｃｆ・　２－２６）。 また Ｍａｃｕｓａｎｉでは， しる しを している最中に誰 かが通 りかか ると，

仲間 に加えて，終 りまで引きとめてお くが （２－１９）， これ は増量の表象である。

　１７ Ｃｕｙｏ　Ｇｒａｎｄｅ村 （Ｃｕｚｃｏ県） の ｏｖ（麺ａ　ｃｈｕｌｌａｙとい う羊の儀礼で も，家屋内

　で行われてい る前夜祭 の期間中，誰 も外へ 出て はい けない とされる。 さもな いと，

　 同 じよ うに家畜が消え失せ るで あろうといわれる ［ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 ｌ９７０：１４７］。

　ｏｒｃｏｔｕｎａ （Ｊｕｎｉｎ県） のセニ ャル儀礼は， 集団結合 の表象 と増量表象が 複合 した

興味 ある例 とな っている。祭 りの経済 的負担 に関す る相 互援 助の制度 が儀礼化 され，

それが増量の表象 となる。

　１８ 家畜 と家畜番 のた めの祭 りである ７月 のＴａｙｔａ　Ｓｈａｎｔｉ（Ｓａｎｔｉａｇｏ）の祭 りの前

　夜 に，招待 された客 は主催者の家に集 る。 そのときに，前年 の祭 りの終 りにその家

　の主人に頼んで分 けて も らったの と同 じ品物を， ２倍 の量に して贈 り物 として持 っ

　て行 く。例えば前年 に １アロバの小麦 を分 けて もらった ら， ２ア ロバ を，１０個のパ

　 ンで あった ら，２０個 のパ ンを持参す る ［ＲｏＭｏ　 １９５７：４２］。

一般増殖表象

　 コカの葉 と対 をな した酒類が，儀礼 の特定 のコ ンテクス トにおいて，家畜増殖の原

因 としての水を表 していることはすでに指摘 した （ｃｆ．　３－１１～」４）。 セニ ャル儀礼の様

々な場面で用い られる酒類が， コカの葉 同様 に，増殖一般を原因の側で表す可能性が

ある。家畜増殖 を期待 して行 う山のス ピ リッ トへの捧げ物 として，酒類 はコカ ととも

に重要な部分 を占めてい る （ｃ£１－３５，２－７～８，１３）。 しか し，捧 げ物 と しての酒類は

セニ ャル儀礼 に限 らないか ら， これだ けで酒類の増殖表 象を規定す るの は困難である。

儀礼において種 々の酒が複合的に 用い られてい る場合 （ｃ£１－７～９，３５，２－７～８，１０，

ｅｔｃ．）， 酒類 あるいはそれを含めた液体物 の構成す る意味 のある体系が 在 るとも推定

で きるが， 目下 のところ充分 説明 しうるだ けの根拠に欠 ける。た とえば， 《強い酒》

と《弱い酒 》の二項対立を設定する ことで，酒類利用に関 した儀礼 の可 なりの部分が

説 明できそ うにも思われ る。

　以下 には家畜増殖儀礼に特徴的 にあ らわれ る酒類 （または類似 の液体） の利 用につ

いてのみ考慮す る。 この観点 にたつ と，家畜の群れあるいは囲いにある種の液体をま

く行 為は， セニ ャル儀礼にだけみ られ るものである。

　 １９　Ｔｕｎａｎで は，家畜 の所有者ば 「庭の花」 で身体を飾 り，食物 と酒を持参 して，

　 村はずれまでで かけ，家畜番 が山の上か ら追 って きた家畜 の群れを 出迎える。主人

　 はひ ょうたん容器に入れたチチ ャ酒を家畜の上にふ りまき，か らの容器を空に投 げ，

２４
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　地面 に落 ちた状態でそ の年の増殖を 占う。主人 は家畜番 と抱 き合 って親愛の情を示

　 し， 家畜番の 「山の花」 と主人 の 「庭の花」を交換 し， 食物 と酒 を 主人が提 供す

　る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：１３２］。

２０ 同 じ行為 は Ｍｏｙａにもあり， 主人は メサ上 にあ らか じめ 用意 した チチ ャ酒 と

　ワインを ひょうたん容器 に入れて混ぜ ， これを家畜囲いでふ りま く。か らの容器を

　投 げて， 落 ちた 具合で 占いをす る。 上む きは良い しるしで， 下 むきは悪 い とされ

　 る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：１３２］。

　 この囲いで ふ りま く液体 が，Ｔｕｐｅでは Ｕｋｓａ であ り， とうもろこ し粉の水溶 きで

ある（１－９）。 これを女主人 が囲 いでま き，「聖な る母の大地 よ，私達 の牛をつ かまえて

くれ。走 らせ ないで欲 しい」 と唱える。 Ｕｋｓａ は捧げ物 （支払 い） の意味 も有 してい

る （１－２４）。捧 げ物 としては，耳 の切片を埋め る際に ピスコ酒 と一緒に用いる （１－３５）。

また焼鏝 をあてた個所 にもか け （１－２６）， これはやけどの痛 みを 早 く鎮 めるためだ と

説明 され る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡｙｓ　 １９６５：２４５ユ。 同 じとうもろ こしの 水溶 きと 思わ

れ る 「白い液体」 の ｕｐｃを Ｌａｒａｏｓ（ｃｆ．３－５） で も家畜の上 にふ りか ける。

　２１ 若者の牛倒 し役 ｐｕｎｔａｍｏｚｏが雌雄の牛を メサの前で押 し倒 し，脚をか らませ

　て，「家畜 の結婚」を させ， この結婚 の代親 にな った人物が， 雌雄 を祝福 して 白い

　液を体の上にかける ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 １９６５：１５２］。 また この液は しる しをつけ終 って，

　家畜を囲いか らだす ｃｈｉｃｕｓ６ｎ の場面で も，牛の背中にかける ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ　１９６５：

　 １５４］。

　 同 じとうもろこ しの水 溶 きが Ｍ ａｃｕｓａｎｉで は ｃｈｕｌｌａ と呼ばれ， 山のス ピリッ トの

アブ Ａｐｕ に対す る捧 げ物 であ り （２－７～８）， 家畜 の結婚 に際 して も体の上にかける

（２－１６）。家畜 の増殖を促進するために， Ａｙａｐａｔａで は ｃｈｕｙａの液 を男女競争で家畜

にかける （３－７♪， Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉでは男女が対にな って， 「甘い ｃｈｔｉａ」を家畜 にふ りか

ける（３－８）。Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉの ｃｈｔｉａは記述内容か らす る と，同 じアイマ ラ族 の Ｃｈｕｃｕｉｔｏ

で用いている ｃｈｕａと同 じもの と判 断され る。　ｃｈｕａ は砂糖 または黒砂糖を水溶 きし

た ものであ る ［ＴｓｃＨｏＰＩＫ　 １９６８：２３８］。　Ｃｕｙｏ　Ｇｒａｎｄｅ村 （ｃ£３－１７） の ｃｈｕｌｌａｙの

儀礼 は貝の杯で ワインを家畜 にか けることで， これはチチャ酒 とアル コール酒 で もく

り返す とある ［ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 １９７０：１４６］。

　 チ ュー リャ ｃｈｕｌｌａ（ｃｈｕｙａ，　ｃｈｄａ，　ｃｈｕａ，　Ｕｋｓａ，　ｕｐｅ）の液 は， その内容 は村によ っ

て若干異な ってい るが，生殖表象の場面で用い られ ることか らして も，増殖 の観念 と

連合 して いる事物である といえる。次の ２例が この点 を明確 にす る。

　 ２２ Ａｙａｐａｔａで は家畜が病気にな ると，同 じｃｈｕｙａの液を土製焼物の牛 （ｅｎｑａｙｃｈｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５
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　 と呼ばれてセニ ャル儀礼で はメサ上 に置かれてい る。ｃ£３－７） にか けると，病気が

治 ると信 じられて いる ［ＭＥＲＥＬＬＥ，　ＲｏＹ　 ｌ９７１：１６７］。

　２３ Ｔｕｐｅで は乳がでな くな った雌牛 を ｊｏｒｒｏ という。畑の仕事 で忙 しい時期 には，

役 にたたない ｊｏｒｒｏは自然の牧草が ある高地 のブナへ連れて行 き，放牧 してお く。

　連れだす前夜 に儀礼 を して， 次の朝雌牛 を花で飾 り， とうもろこし粉 の ｍａｃｈｉｃａ

　を塗 り，山へ連 れて行 く。泉の傍を通 るときに休み，そ こを花で飾 り，泉の水を全

　員で飲む。 目的地 に到着す ると， 近 くの泉 に花を飾 り （一般 にクラベルの花），そ

　の水で 丘ｋｓａをつ くり， これを四方 にまいて，聖 なる大地が牛を守 り，崖 か らお ち

　た り，村へ帰 って きた りしないよ うに祈願す る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡＹｓ　 ｌ　９６５：２５０］。

　 チュー リャ液 ｃｈｕｌｌａ の表 わす増殖性を明 らかに した上で （あま り適 当 とは思われ

ないが，生殖や増量表 象のよ うに儀礼の コンテクス トにおいて明確でな く，表 象の内

容が規定 しがたいので，一般増殖表象 と呼ぶ）， あ らた めて Ｍｏｙａの例 （ｃｆ・　３－２０）を

み ると，囲いでふ りま く液の内容 はもう少 し複雑である。

　２４　夜中の１２時頃に，囲いにま く液 をつ くるた めに，主人 はメサ上 にあ るワインと

　 チチャ酒をひ ょうたん容器 に注 ぐ。 この中に石製 の ｉｎｌｌａ を使 って けず りとった リ

　 ャンプ Ｉｌａｍｐｕ，　ｃｈａｗａｓｗａｋｕｒｉ，　ｃｈａｗａｋｕｒｉの粉を混ぜる。　ｉｎｌｌａ は動物の 形を し

　 た白い石で， これを所持 している と家畜が増え るとされる。 リャンプは山のス ピ リ

　 ッ トに対す る 「支払い」の一つで もあ り，軟 らか くて コンパク トな白色の土の固ま

　 りで， かすか に香 りがある。 ２種 の ｃｕｒｉも同様 にブナで見つけることがで きるが，

　 入手 が困難だ とい う ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　１９６５：１３２］。

　 ここで重要 なことは，囲いにま くチ ュー リャ液 と複合的に用 い られてい る リャンプ

である。 リャンプ １１ａｍｐｕ は粒子の細かい粘土質 の物質であ る。　Ｍ ｏｙａで はこの リャ

ンプは「家畜馴 らし」の儀礼で も用い られ，新 しい雄牛（役牛）にコカキ ン トゥと混ぜて

噛ませ る。牛が噛 めば従順にな り，吐 きだせば反抗的になるといわれ る ［ＦＵＥＮＺＡＬＩＤＡ

ｌ９６５：１３５ユ。

　 ２５ Ｓｏｃｏｓ村で は褐色の粘土質 の ものが リャンプ Ｉｌａｍｐｕ で あ り，「薬」 と称 して

　 コカの葉 と一緒 に羊 に噛ませ る。また リャンプの水溶 きを顔料に し，羊 の体 に塗 っ

　 てお り，羊の健康 と安全が確保 され，成長が促進 され るといわれ る。

　 一方において 増殖を表す リャンプが （チュー リャ液 と混合す る， 「薬」 としてコカ

と一緒に用いる）， 他方で《制御》の観念 （「家畜馴 らし」，従順） と結 びっ いて いる

ことは重要 である。Ｍ ａｃｕｓａｎｉでは結婚 した家畜 に塗 る赤土 を ｔａｋｕ といい （２－１５），

内容 は リャンプ と同 じと判 断され る。 リャンプ １１ａｍｐｕ （ｔａｋｕ，　ｔｏｑ６）と称す る鉱物質

２６
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の ものが有 する増殖表象 には以下のよ うな例 がある。 いずれ も用途は基本的 に同 じで

あ り，またチ ュー リャ液 と同 じような状 況で用 い られて いる。

　２６　Ｐａｍｐａｐｕｑｕｉｏ村 （Ａｐｕｒｉｍａｃ県） の リャマの毛を刈 る儀礼において，毛を刈

　 り取 った あとで， 白い とうもろこ しの粉，花 ，コカの葉， リャンプ ｌｌａｍｐｕで家畜

　 の体を こす る。それによ って，豊富な毛が生 え伸 び，次の年 にも毛刈 りがで きると

　説 明され る ［ＶＩｖＡＮｃｏ　ｌ　９７１：１７０］。

　２７ Ｑｕｅｒｏｍａｒｃａ （Ｃｕｚｃｏ県）で は ｔａｋｕ といい，黄褐色 の土で， これで羊 の体 を

　 こす りなが ら，「盲 にな らぬ よう， 足が痛まぬよ う， 草 をよ く食べて毛 が増 えるよ

　 う， とげがささった りしないよ う」 と唱え る ［ＰＡｚ　ｌ９７１：１８０］。

　２８ Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ村 （ｃ£３－６） で リャンプ １１ａｍｐｕ と呼んでい るものは，「とうも

　 ろこしの粉 に特別な小石の粉 を混ぜ た もの」で， これをチチ ャ酒乏 ともに山のス ピ

　 リットのワマニ Ｈｕａｍａｎｉに捧 げ，「この捧 げ物が ワマニの心を柔 らげ る ａｂｌａｎｄａｒ」

　 ことを願 う。 リャンプは ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ（ブナに生 える草）， コカキ ン トゥ， クラベル

　 の花， ａｃｈｉｔａ と一緒に チチ ャ酒 に混ぜ，「結婚 した羊」の体 にかけてや る。また リ

　 ャンプの粉で羊の体 に十字を描 く ［ＳムＮｃＨＥｚ　ｌ９６５：１５］。

　 ２９ Ｄｃｓｃａｎｓｏ 村の 「羊の結 婚」 では，赤 っぽい湿 り気のある石の ｔｏｑ６で，たて

　 とよこの太い線 を羊の体 に描 く ［ＧｏＲＢＡＫ　ｌ　９６２：２７９１。

　 ３０ Ｌａｒａｍａｒｃａ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県） では粉状 の ｐｕｃａｌｌａｍｐｕ と ｙｕｒａｑｌｌａｍｐｕ の ２

　 種 が色 によって区別され （赤 と白）， 山のス ピ リッ トのワマニに対 して， 良質 の ピ

　 ス コ酒 と一緒 に捧げ る ［ＭＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　１９６３１４：２１１］。

　 いずれの リャンプに関す る資料 も断片的で あるが， リャンプが増殖を助成 する呪術

的な力を有 し，一般 に粘土のよ うな粒子 の細かい物質であ ることがわかる。名称 や色

は若干異 な っているが，共通す る性 質 として，粒子の細かい手 ざわ りの柔 らかさを指

摘 で きる。実際 リャンプ ｌｌａｍｐｕはケチ ュア語で 「柔 らかい」 とか 「なめ らかな」を

意味す る ［ＧｕＡＲＤＩＡ　ｌ　９５９：６１；ＬＡＲＡ　ｌ９７１：１５５］。 この点 ではとうもろこしの粉

とも性質が同 じで，Ｍ ｉｎａｐａｍｐａでは とうもろ こし粉 と 「石の粉」の混合を リャンフ゜

といい （３－２８）， Ｐａｍｐａｐｕｑｕｉｏ で はとうもろ こし粉 と リャンプ粉を家畜の体に こす

りつ け，複合 的に用 いて いる（３－２６）。Ｔｕｐｅには リャンプに関す る記述が ないけれ ど，

上記の点を考慮すれ ば， とうもろこしの粉 ｍａｃｈｉｃａ が， それ と同 じに用 い られてい

ることがわか る （１－９，１４，３４，３－２３）。

　 とうもろこし粉 は前述 のようにチュー リャ液の材料で もあり （ｃ£１－９，２－７，３－７），

サブスタ ンスを共通にす る リャンプ（この場合 ｍゑｃｂｉｃａ）とチュー リャ液 （この場合 と
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うもろこし粉の水溶 き） の表す増殖性 は基本的に同一で ある。 さらに注 目を要す るの

は，Ｃｈｕｃｕｉｔｏの村では，捧 げ物 にす る リャマの脂肪組織 の固ま りが リャンプ １１ａｍｐＵ

と呼 ばれてい ることで ある ［ＴｓｃＨｏＰＩＫ　ｌ　９６８：２３８］。 この場合 サ ブス タンスは異 な

るが名称が一致す る。 この脂肪組織は一般に ウン トゥ ｕｎｔｕと呼ばれ，セニ ャル儀礼

で も捧 げ物 の一部 として 広 く用 い られ る （ｃ£１－３５，２－５）。Ｔｕｐｅで は牛 に焼罎 をあて

た個所 に 丘ｋｓａをかけてひやすが （１－２６），　Ｌａ　Ｍ ａｒ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県） の例で は ｑａｐｉ

をかける ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６３１４：２０５］。　ｑａｐｉは一種の脂肪分で，痛みを柔 らげ る

ために使 うとある。 したが って この場合 には， チュー リャ （Ｕｋｓａ） とウ ン トゥ （脂肪

分 ｑａｐｉ）の同一性 はその機能（や けどの痛みを鎮める）にあらわれ る。同 じ Ａｙａｃｕｃｈｏ

県 の Ｐａｒｉｈｕａｎｃａでは焼印を入れたあとにチチ ャ酒 （つま りチ ュー リャ液 の一種） ま

たは ｓｃｂｏ （ウン トゥの別 名） を塗 る ［ＭＥＮＤＩｚ舶 ＡＬ　 ｌ９６３１４：２０６］。

　以上 の諸事実をま とめると，チュー リャ液 （ｃｈｕｌｌａ，　ｃｈｕｙａ，　ｃｈ丘ａ，　ｃｈｕａ，　Ｕｋｓａ，　ｕｐｅ），

リャンプ粉 （１１ａｍｐｕ，　ｔａｋｕ，　ｔｏｑ６，　ｍゑｃｈｉｃａ），ウ ン トゥ （ｕｎｔｕ，１１ａｍｐＵ，　ｓｅｂｏ，　ｑａｐｉ）は，

捧げ物の一部 をなす点で共通す るだ けでな く，家畜 の体 にか ける （または塗る） とい

う用途の面 で も共通 してい る。また個 々の事例間の関係を通 じて，チ ュー リャ液＝ リ

ャンプ粉 （サブスタ ンスの一致）， リャンプ粉 ＝ウ ン トゥ （名称の一致）， ウン トゥ＝

チュー一リャ液 （機能 の一致） が成 り立 ち， この ３者 は一 つの《変換群 》を構成す る。

実 際， チュー リャ液， リャンプ粉， ウ ン トゥの固ま りは複合的 に用 い られ，共通 した

増殖 の表象価値を有 する。 したが って，残 る問題は，同一 の表象 を可能 にす る共通 し

た具体的な性質の存在 を， この ３者間 に指摘す ることで ある。 それ は液状，粉状，固

形状 の異な る状態で ３者 が《柔 らかさ》を有 してい ることである。 そ して これ らの事

物の働 きは，対象を《柔 らげる》 ことで あ り，焼 印の痛みを柔 らげるのみで はな く，

Ｍ三ｎａｐａｍｐａの祈 りにあるよ うに，捧 げ物 の リャンプは山の スピ リッ トの心 も 「柔 ら

げる」 ので ある　（３－２８）。 この祈 りが 増殖 の 期待 に 発 しているのは 明 らかで ある。

《柔 らげる》と《制御 》は，セニ ャル儀礼 の コンテクス トにおいて， きわめて近似 し

た概念 だと思われ るが， この点に関 しては未 だ検討を要す る。

　 チュー リャ液， リャンプ粉， ウ ン トゥの 共通性 を示すばか りでな く， 《神秘的増

殖 》の観念 とも関連 した非常 に興味深い事 実が，Ｐｕｑｕｉｏ （Ａｙａｃｕｃｈｏ県） にある。

　 ３１ Ｐｕｑｕｉｏで は ８月１５日に灌瀧溝を清掃す る盛大 な祭 り ｙａｒｑａ　ａｓｐｉがあ り・ こ

　 の場合に も山のス ピ リッ トに対 して捧げ物をす る （灌漑溝の清掃は一 種の農 耕儀礼

　 で あるが， これは家畜儀礼 の変形 と して分析す ることが可能で ある）。 メサ上に用

　 意す る捧げ物には全 ての農作物， クラベルの花，タバ コとともに，ｉｌｌａがある。　ｉｌｌａ
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　は小 さな 動物像 であるが， 「柔 らか くてタル カム ・パ ゥダーのよ うな」， リャンプ

　ｌｌａｍｐｕ と呼んで いるとうもろ こし粉 に水 を加 えて， かたま りを こねて作 った もの

　である ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　１９６４：２４４］。

　 出来上 った ｉｌｌａの状 態は柔 らかい固形 （つま りウン トゥの状態 に近い） であ り，液

体 （チュー リャ） と粉 （リャンプ）の統 合で ある。造形 された ｉｌｌａは ｅｎｑａｙｃｈｕとも

呼ばれ る神秘的な増殖力を有す る動物を表 している。本稿で はこの 《神秘的増殖 》の

内容 に言及す る余裕はないが， Ａｒｇｕｅｄａｓが この ｉｌｌａを家畜 のアーケタイプ と呼んで

いる ことは注 目 しておかねばな らない ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 １９６４：２４４］。

４． 花 の 表 象

　セニャル儀礼の広い コンテクス トにおいて も，花 は重要な意味を有 している。 ここ

で扱 うのはその花の表象であ り，基本的 にはチ ュー リャ液 や リャンプ粉 と同様 に一・般

増殖の表象 と見倣す ことがで きる。 しか し，花はセニ ャル儀礼 の様 々な意味を《視覚

的に表現》す る働 きを有す るため に，儀礼 の分析 において特に注 目しておかねばな ら

ない。

　Ｔｕｎａｎの チュー リャ液 （ここではチチャ酒が用い られ る） の 事例 の中で， 家畜所

有主が持参する 「庭の花」ｆｌｏｒｅｓ　ｄｅ　ｊａｒｄｉｎ と家畜番 が採 って きた 「山の花」ｆｌｏｒｅｓ　ｄｅ

ｐｕｎａ の交換を指摘 しておいた （３－１９）。 同 じ交換 によるユニオ ンの 表象的行為 と思

われる ものが Ｐａｃａｒａｏにもある。　Ｐａｃａｒａｏ の家畜集めの競争 につ いて はすでに簡単

に触 れたが （ｃ£Ｐ．２３）， ３組 に分 けられた村人 は 「家来」 ｖａｓａｌｌｏと呼ばれ， ３人の

祭 りの主催者 カ ピタン ｃａｐｉｔａｎに従 っている。

　 １　 家畜集 めの ３日目，村 に残 った 「家来」た ちは，村の中で飼われて いる家畜を

　 集めて山の上 の方へ追 って行 く。一方前 日にブナの牧草地 に散 っている家畜を集 め

　 に行 った 「家来」 たちは， その家畜を下へ追 って くる。 同 じ組の 「家来」たちは山

　 の途 中で 出会い，下 りて きた側の人 々が高 山植物 の ｗｉｒａ－ｗｉｒａ，　ｋｏｌｌａｑ，　ｗａｍａｎｒｉｐａ

　 の花 を村か らきた人 々に分 け与 える。村か らきた人々は，主催者 カ ピタンが用意 し

　 た食物 を提供す る ［ＭＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 １９６４：Ｉｌ１］。

　 Ｔｕｎゑｎ と Ｐａｃａｒａｏの儀礼 は基本的に同一で あ り，他の事例報告にみ られ ない《家

畜をひ と所に集 める儀礼 》とで も呼べる内容で ある。 この際用い られる花飾 りは交換

を 《視覚的》に表現 する。 この儀礼 は山のス ピ リッ ト界 と人間界の交換を通 じたユニ

オ ンを表 し，人 々が期待す る家畜増殖 のための前提であ る。 この点 で，多 くのセニ ャル
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儀礼 の中で家畜番 が特別 な位置を 占めて いる意味 も理解 できる ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　ｌ９６５：

１３５；Ｖｉｖａｃｇｃｏ　９７１：１７０；ＰＡｚ　Ｉ９７１：１７８］。家畜番 に対 する特別 な扱い は，《家畜

を ひと所 に集 める儀礼 》の変形であ る。特 に小規模な家畜飼育 の場合，家畜番 も儀礼

を行 う家族 の一員 （特 に子供） であ り， その儀礼上の役割 が見落 されて しま う可能性

が ある。

　 花が有す る視覚的 な作用は，《交換》を表すばか りでな く， 《移行 》を表す ことも

可能 にす る。Ｍ ｏｙａにおけるコカキ ン トゥと花飾 りの対応 につ いて はすで にのべたが

（ｃｆ．３－１１），頭 目か ら花を分けて もらって飾 るこの儀礼は， 別 の観点 では， 花の有無

によって状態 の《移行 》を表現 して いる。Ｔｕｐｅで も当 日の祭 りに 「司祭」か ら花飾

りを して もらう ｗａｙｔｕｒｉｓｏの儀礼 がある （１－２３）。 詳 しい記述 内容 に もかかわ らず，

Ｍ ａｃｕｓａｎｉの儀礼に花が登場 していないのは，一見奇妙である。花を示唆す る唯一の

資料 は，毛糸製 の リボンが 「小 さい花」ｆｌｏｒｃｉｌｌｏと呼ばれている ことだ けで ある（２－１５）。

しか しなが ら， 「小 さい花」 と比喩的に表現 された リボンを耳 に結 びつ けるこ とで，

家畜の状態 の《移行 》が視覚 的に表 されて いる。同 じ部位の耳 を切 り取 る ことは， こ

の点 に関 して いえば， 《触覚的》な表現で ある。セニ ャル儀礼 における花の重要性 は，

様 々な コンテクス トにお ける儀礼の意味を， 《具体的》 に伝 える《視覚 のメデ ィア》

とな ることで ある。 この点では，Ｍ ａｃｕｓａｎｉの 「小 さい花」は，セニ ャル儀礼 の基本

構造にかかわ る《 しる し》の表 現 として， その表象的価値 を充分 に発揮 してい る。な

お詳 しい検討 を要す ることだが， この《 しる し》は，家畜増殖 を支配す る山の ス ピリ

ッ トに求 める《承認 の しる し》であ り， 同時 に《家畜の個体化 の しる し》で ある。

　Ｔｕｎゑｎ と Ｐａｃａｒａｏの事例は （３－１９，４－１），高山植物 の花 と山のス ピリッ トの密接

な関係 を示唆 して いる。セ ニャル儀 礼を行 うサンティアゴの祭 り （７月２５日） の頃に，

Ｈｕａｎｃａｙｏ市 の市場で この種の花を売 っている花売 りの女性 は次のよ うに説明す る。

　 ２　 ブナに自生す る植物の花を取 って くるのは，経験を積んだ特別 に選 ばれ た女性

　 であ る。 山の花を摘む と雷鳴 と稲 妻を伴 った雨や あられが降る。落雷のため に，花

　 摘みの女性 の誰かが毎年死ぬ。山 のス ピリットの ワマニ Ｈｕａｍａｎｉが，与えたサ ン

　 ティアゴの花の代償に，噌入 の命 を奪 うのである。 しか し， この花な しで は家畜は増

　 えない ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２６７］。

　 上記 の内容 は，高山植物が家 畜増 殖を一般的 に表象す る事物で ある ことを明 らかに

し，同時 に， 山のス ピリットと雷や雨 との関連，あ るいは人間界 の女性 との関連を示

し，山のス ピ リッ トの属性を分 析する上 での重要な手掛 りを与 えてい る。高山植物の

表す増殖性 は Ｍ ｏｙａで も明 らかにされ る。
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　 ３　 高地の ブナに自生す る植物やク ラベルの花 は， ワマニの所有す る聖なる植物 と

　見傲 され，捧 げ物 と して も用い られ る。当 日の祭 りで家畜 に しる しをす る儀礼の前

　 に， 参加者 は この花で 身体を 飾 りつける （この事例 は前夜祭 か ら当日の祭 りへの

　 《移 行》を最 も明瞭 に示 して いる。人 々は帽子 やボタ ン穴 など 「目につ く場所」に

　花をつ ける）。 高 山植物の それぞれは家畜 の増殖 と保護 に関連 し， 家畜の種類 と花

　の種類には対応 がある とされ る。ｌｌｉｍａ－ｌｌｉｍａ，　ｕｔｋｕｎｌｉｐａ，　ｍａｓｅｔａ は牛を増や し，

　ｓｕｍａｙ－ｓｕｎｃｈｕ はろばを，　ｋｕｃｈｉｐａ　ｃｈｕｐａｎ は豚を増やす。　ｋｕｙａ－ｋｕｙａは家畜に主

　人へ の愛情 ａｍｏｒをお こさせ る作用 がある。 クラベルの花 は， 山に対 して 「家畜

　 をか くさない ように，支払 った もの」で ある。増殖を表す これ らの花や植物 は，別

　 の機会 には，病気治療や求愛 呪術の手段 に もなる ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　１９６５：１３０］。

　事例 の Ｔｕｐｅで は，高地で花を摘んで くるのは少女 たちの役 目で （１－７）， これで女

主人 を飾 りたて （１－１１），「司祭」の指示で参加者た ちは身体を飾 りつける （１－２３）。 の

みな らず，儀礼で用いる用具 も花 で飾 って ある （ユー１８，２１，２５）。山のス ピ リッ トへ の

捧げ物 としては，果実，ｍゑｃｈｉｃａの粉，　Ｕｋｓａ液，脂肪分 の ｓｅｂｏと ともに，耳 の切片

の「しる し」ｓｅｆｉａｌを埋 める ときに用い られ る （］－３４）。　Ｔｕｎａｎ には道具の焼鏝 の花飾

りのつ け変えによ って《移行 》を表す きわ めて 興味深 い儀礼場面が ある ［ＡＲＧＵＥＤＡＳ

ｌ９５３：２６９－７０］。

　 Ｔｕｐｅの花 が Ｕｋｓａ液，　ｓｅｂｏの固ま り，ｍａｃｈｉｃａの粉 と複合 的に用 い られてい るこ

とは重要で，セニ ャル儀礼 における花は， この点で，一般増殖 の表象 であつか った チ

ュー リャの液， リャンプ粉 と同 じ儀礼 のコ ンテクス トで用い られてい る。

　 ４　 Ａｙａｐａｔａで は男女 が競 争 してｃｈｕｙａ液を家畜 にか けた あと（３－７＞，男女が それぞ

　 れ一つかみの花を持 って家畜の所 へ行 き，それを投げか けて戻 って くる ［ＭＥＲＥＬＬＥ，

　 ＲＯＹ　　ｌ９７１：１６６］。

　 ５　 Ｑｕｉｑｕｉｊａｎａでは羊を囲いか ら出 して，牧草地へ連れて行 く際に， 花 を投 げか

　 けてや り，子羊 には リボンをつ ける。 こうす る ことで家畜 は喜び， じゃれて，満足

　 す ると説明される ［ＣｕＢＡ　ＤＥ　ＮｏＲＤＴ　ｌ９７１：１７７］。

　 ６ Ｐａｍｐａｐｕｑｕｉｏの リャマの毛刈 りの際には，豊富 な毛が生 え伸 びるように，毛

　 を刈 り取 ったあ とを， とうもろこ しの粉， コカの葉， リャンプ，花で こす ってや る

　 ［ＶｌｖＡＮｃｏ　 ｌ９７１：１６９］。

　 ７　 Ｍ ｉｎａｐａｍｐａでは，家畜の結婚 のときに，　ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ，コカキ ン トゥ， クラベ

　 ルの花， リャンプ，ａｃｈｉｔａ （粒 の小 さい穀物の一種） をチチ ャ酒 に混ぜて羊の体に

　 かける ［ＳＡＮｃＨＥｚ　１９６５：１５］。

３１



国立民族学博物館研究報告　　３巻１号

　 ８　 Ｌａｒａｏｓで は， 家畜に しるしをつ けてか ら家畜 の上に果実 （桃，ざ くろ，ぶ ど

　 う，な し） と一緒 に 花 をふ りまき， 子供 も 大人 も争 って これを 拾 う ［ＶＡＲＩＬＬＡＳ

　 ｌ９６５：１５２］。 同 じ地方の Ａｙａｖｉｒｉで も，家畜 を囲いか らだす ときに，種々の果実，

　 飴玉， ビスケ ッ ト，花をふ りま く ［ＶＡＲＩＬＬＡｓ　 ｌ９６５：１０６］。

　 家畜の結婚 で用 い られ る花 についてはすでに記述 したので改めて触 れない （ｃｆ，３－２，

４）。上記 の内容 か ら， この儀礼 の コンテクス トにおける花 は，液体 のチ ュー リャ，粉

の リャンプ， 固形 のウン トゥと同 じよ うに用 い られ，一般増殖を表 象す る事物である

といえる。 したが って， Ｍｉｎａｐａｍｐａ の よ うに， これ らが複 合的に用い られ るの も

当然である。

　 チュー リャ液， リャンプ粉， ウン トゥに関 して は，同一の表象的価値 （一般増殖）

の基盤 として，触覚的な《柔 らか さ》の具体性を指摘 しておいた。 これ との関連でい

えば， 同 じコ ンテクス トで一般増殖 を表す花 も， 《視覚的な柔 らかさ》を備えている

はずで ある。少な くともある種 の花 に関 して は，その形 態か ら《柔 らか さ》を うかが

うことがで きる。

　 ９　 １ｉｍａ－ｌｉｍａ（Ｒａｎｕｎｃｕｌａｃｅａｅ　Ｒｅｎｕｎｃｕｌｕｓ）は，　Ａｎｃａｓｈ県 か ら Ｊｕｎｉｎ県 にか

　 けて の限 られた地帯の， ア ンデスの雪山 に生えてい る植物である。 その花は，部厚

　 い花弁の大 きなば ら ｒｏｓａ のよ うで，綿のよ うに柔 らかい灰 白色 のマ ン トで保護 さ

　 れた薯 につつまれ，茎 と葉 も同 じマ ン トでつつまれ保護されている。 しか し，花の

　 中心部 は大変 きわだ ってお り，表面が黄色の カーペ ッ ト状 を呈 した大 きな円形 のメ

　 ダル にな ってい る。専 門の植物学者に よると， これは頭状花で，無数 の小 さい花 が

　 集 って黄色の メダル状 を呈 した もので，そのまわ りにきわ めてめず らしい毛深 い覆

　 いのある葉が並 んでいる。 ｈｕｉｌａ－ｈｕｉｌａ （雄 と称す る方 は Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｃｕｌｃｉｔｉｕｍ

　 ｃａｎｅｓｃｅｎｓ　Ｈ・ｃｔ　Ｂ・，雌 と称す る方 は Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｃｕｌｃｉｔｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ　Ｈ．　Ｂ．　Ｋ．），

　 ｕｗｉｓｈ－ｕｗｉｓｈ（Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｓｅｎｅｃｉｏ　ｔｒｉｄｅｎｔａｔｕｓ　ＤＣ．），　ｗａｑｃｈｕｒ （ｈｕａｍａｎｒｉｐａ

　 ｈｅｍｂｒａともい うが Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ｓｅｎｅｃｉｏ　ｃｕｌｃｉｔｉｏｄｅｓ　Ｗ ｅｄｄ）も海抜 ４，５００ｍ の雪 山

　 に生 え，花 は ｌｉｍａ－１ｉｍａと同 じように，一種の毛深い覆 いで保護 されてい る。ｓｕｍａｊ－

　 ｓｕｎｃｈｕ（Ｇｅｎｔｉａｎａｃｅａｅ　Ｇｅｎｔｉｎａ）の葉は緑色で，茎が赤 っぽい色を してお り，赤 い

　 色の花 はへ りがつ きでたつ り鐘状にな っている。ｏｑｃｈａ（Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ　Ａｃｈｙｒｏｃｌｉｎｅ）

　 は円錐花序 の花で，色は黄色である。その形 はきわめて奇 妙で，殆 ど透 明に近 い １

　本 の芯 に花が集 ってい る （学名表記は原文通 り） ［ＡＲ（｝ｕＥＤＡｓ　 １９５３：２６７］。

　 この記述 は，全文ではないが，Ａｒｇｕｅｄａｓ の観察記録を訳 出 した ものであ る。植物

学 的な見地か らは記述はあいまいだろうと思われ る。ただ しここで重要なのは，儀礼
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についての秀れた観察者 が把え た，あ る種の植物 の《柔 らかさ》と《神秘性 》で あ る。

セ ニャル儀礼 の歌 の中には， これ らの植物 に言及 した内容 のものが多いの も注 目を要

す る。

　 このように視覚 的に《柔 らか い》あ る種 の花 は， チュー リャ液 や脂肪分の ウン トゥ

と同じに，ある儀礼 の場面 では 《柔 らげる》働 きを有 して いる。家畜の焼 印を入 れた

個所 に 丘ｋｓａ液 や ｕｎｔｕをかけて痛みをやわ らげる ことはすで に指摘 した。　Ｓｏｃｏｓ村

で は羊の耳を切 った部分 を花でふ きとるが， これを 「羊 が痛が らない ように」 と説 明

す る。 Ｔｕｐｅ で も耳を切 ったあ との流 れる血を花でふ きとって いる （１－２６）。 さらに

Ｔｕｐｅでは焼饅 をあてた所 にはとうもろこし粉の 水溶 きの 丘ｋｓａをかけ， や けどを鎮

める。 Ｔａｙａｃａｊａ地 方 （Ｊｕｎｉｎ県） の事例 は， この点 を確実にす る と同時 に，い くつ

か の興味 ある事 実をつけ加える。

　 １０　セニャル儀礼のために高 山植物 をと りに行 く際には，何人かが一緒 になって行

　 き，山に対す る 「支払い」ｐａｇａｐａ をす る。 ひ ょうたん容器 または壺 に飴玉，干 し

　 ぶど う， コカ， ワイン， アグ ァル デ ィエ ンテ酒，その他を入れ， これを山腹 に埋 め

　 る。 もし一人で でか けたり，「支払い」を しなか った りする と， 山が激 しい嵐 をお

　 こし ｄｅｓｃａｒｇａｒ，花をめ ちゃめち ゃに して しまう （ｃ£４－２）。 山で採 って くる ｌｉｍａ－

　１ｉｍａ は 「こ とばをは じけさせ る ｒｅｖｅｎｔａｒ」効果が あるといわれ る。 「発育遅 れ」

　ｒｅｔａｒｄａｄｏで 口がきけない幼児の 口唇を， この花で軽 くたたいてやる と，口がきけ

　 るよ うになる。 セニ ャル儀礼で は， この ｌｉｍａ－ｌｉｍａ は牛を，　ｗｉｌａ－ｗｉｌａ は羊を，

　ｋｕｃｈｉｐ－ｃｈｕｐａｎ は豚を，それぞれ表 す。また ｗｉｌａ－ｗｉｌａ は 「一種の エーテル」 と

　 して， リボ ンを通すた めに耳 に穴をあ けるときの痛み を，家畜に感 じさせない効果

　 があ る。 ｓｕｍａｙ－ｃｈｕｎｃｈｏ は 「家畜 の数 をかぞえ るのを助け る」 とされ，　ｋｕｃｈｉｐ－

　ｃｈｕｐａｎ は 「家畜を捕 え， 制御す る ｄｏｍｉｎａｒのを助ける」 といわれ る ［ＱｕｌＪＡＤＡ

　 １９５７：２０］。

　発 育を促 進させ る １ｉｍａ－１ｉｍａの働 きは，花が一般増殖 を表 象す る とい う，これ まで

の検討結果 を支持す る。 また ｗｉｌａ－ｗｉｌａの鎮痛作用は Ｕｋｓａ液 やウ ン トゥの脂肪分の

働 きと同 じである。 ただ し， その《柔 らげる》働 きは，「エーテル」 と して，嗅覚的

に把 え られている。 これが儀礼の観察者 の表現なのか，儀礼 を行 っている人の直接 の

表現なのかは，は っき りしない。 しか し， これ らの花のあ るものが非常 に強 い香 りで

特徴づけ られている ことは注 目 して お くべ きであ る。た とえば上述 の ｌｉｍａ－１ｉｍａの あ

る種について，Ａｐｕｒｉｍａｃ県 のイ ンデ ィオは，その勾いを嗅 ぐだけで鼻血がで るとい

う ［ＳｏｕＫｕＰ　ｌ９７０：２８９］。 儀礼の観察者に 見逃 され る可能性 が大 いにあるが，花 の
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「香 り」 という嗅覚の メデ ィア も，セニ ャル儀礼 の重要 な側面であ る。

　丘ｋｓａや ｓｅｂｏの鎮痛効果は《触覚 的》に把 えた 《柔 らげる》効果である。Ｔａｙａｃａｊａ

の ｗｉｌａ－ｗｉｌａの効果 はむ しろ《嗅覚 的》で あ り， この点では，　Ｓｏｃｏｓ村の花 の効果 は

《触覚 的 もしくは視覚的 》であ る。なおチ ュー リャ液について は，材料の とうもろ こ

し粉 の性質 か ら， その《柔 らか さ》を引 きだ しておいた。 その内容が チチャ酒 ， ワイ

ン，砂糖水 におよんで いることを考慮すれば，その《柔 らか さ》は 《味覚 的》に変換

しうる ことを指摘で きる。なお，Ｌｉｒａによればケチ ュア語 の １１ゑｎｐｕは 「非常 に柔 ら

かい，なめ らかな， ビロー ドの ような」を意味するが， 味覚 に も関係 した形容 として

「酸味や苦 みのない味 で， 味覚 に繊細 な」を 表す ［ＬＩＲＡ　１９６３：２７８］。 つま り，一

般増殖 の表象的価値を共通す るチ ュー リャ液 ， リャンプ粉， ウ ン トゥ，花 は，事物 と

しては異な っていて も，味覚，触覚，視覚，嗅覚 の局面 で《柔 らかさ》を有 してい る

のであ る。五 感の残 る一つ聴覚 に関 して は，儀礼におけ る音 のメデ ィアの分析 を通 じ

て，その内容 を明 らか に しうるで あろう。セ ニャル儀礼におけ る音楽 の中で，殆 ど不

変の部分をなす ともいえる，女性の叩 く太鼓 ｔｉｎｙａ （ｃｆ．１－１３，１９）はその有効 な手掛

りを与えている。

　Ｔａｙａｃａｊａの事例 か ら，花の表す《一般増殖 》表 象に も， 《生殖 》や《増量 》の場

合 と同様に， 《制御 》の観念 を伴 うことを指摘 で きる。ある種 の花 は家畜 の数 をかぞ

え る （数量表 現） のを助け， また別の花 は直接に家畜を制御 ｄｏｍｉｎａｒす るのを助け

る。 この点 では Ｍ ｏｙａの ｋｕｙａ－ｋｕｙａが主人へ の愛情 を家畜 に抱かせ る （即 ち馴致）

の も同 じであ る （４－３）。 したがって，表象的価値において《異型同種 》であるチ ュー

リャ液， リャンプ粉 ，ウ ン トゥにも《制御》観念が伴 ってい ることを想定 で きる。事

実，Ｔｕｐｅ では Ｕｋｓａ 液をま くときに，「牛を捕えておいて欲 しい，走 らせないで欲

しい」 と祈願する （１－２４）。Ｄｅｌｇａｄｏによれば， この Ｕｋｓａをま くのは，「セニ ャル儀

礼の期間中に何事 もお きないよ うにす るためで，家畜の力が人間に勝 ってい るので，

その力 による不慮の事故 をおそれ る」 か らだ と説明 されてい る ［ＤＥＬＧＡＤｏ　ＤＥ　ＴＨＡｙｓ

ｌ９６５：２４６］。　Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ で は， リャンプの捧げ物が直接に山の スピ リッ ト （増殖

の原 因 としての神格） の心を《柔 らげる》 ａｂｌａｎｄａｒのであ り， 《柔 らげ る》と《制

御 》概念 の近似性は ここで一 層確実性 を増す。

５． 増殖の期待 と現実

前項ではセニャル儀礼における花の特性に注目し，その増殖表象をチュー リャ液や
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リャンプ と同 じに一一般増殖 として扱 って きた。 しか し花はその固有 の性質の ゆえに，

前二者 とは異 なった意味 も帯び る。表象の視覚的 メデ ィアについてはすで に触れたが，

それ と関連 して， 花 は数え ることがで きる点では， コカの葉 とも同 じ性質 を有 して

い る。　 ある種の花が家畜 を表す とい うのは （４－３），　 コカの葉が家畜 を表す （３－１０，

ユ２）　 ことに通 じる６ ともに《増殖 した家畜 》を表す点で も同 じで ある。 詳 しい内容

は全 く不 明だが， コカの葉が家畜の雄 を， 花が雌を表す とい う興味深 い資料 もあ る

［ＭＥＮＤＩｚＡＢＡＬ　 ｌ９６３！４：２１７］。

　つま り コカの 葉同様 に， 花 もまた 《数え られ る増量》 を 表 象 し うるといえ る。

Ｍｏｙａ村では前 夜に選 んだ コカキン トゥの数 に応 じて，当 日の祭 りの始 ま りに，とり

しきり役の頭目か ら花を分 けて もらって身体を飾 る （３－１］）。 Ｍ ｏｙａ のコカキン トゥ

が家畜を表すという記述 はない。 しか し，Ｔｕｎａｎ の コカキ ン ｂウは増量 した家畜を

表 してい る （３－１２）。Ｍｏｙａの コカの葉 と花の対応，　Ｔｕｎａｎの コカの葉 と増殖 した家

畜の対応か らは，花 と増殖 した家畜の対応を ひきだす ことがで きる。この点 を明 らか

に した上で，改めて花 を家畜 に投げ る儀礼 （ｃｈｉｃｕｓｏｎ，　ｃｈｉｃ－ｃｏ，　ｃｈｉｃｏ－ｃｈｉｃｏなどと呼

ばれ る） を検討すると，花だ けでな く，一般 にはほかの事 物 と複合 して 用い られてい

ることがわかる。 その好例 は Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ （３－２８） や Ｌａｒａｏｓ（４－８） で ある。

　Ｍ ｉｎａｐａｍｐａ （リャンプ粉 ，　ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ とい うプ ナ の草， コカキン トゥ， クラベ

ルの花，ａｃｈｉｔａの種 子， チチ ャ酒）。

　Ｌａｒａｏｓ（桃， ざ くろ，ぶ どう，な し，飴玉， ビスケ ッ ト，花）。

　類例を あげ ると， Ｔｕｐｅ （花 ， 果実， ビスケ ッ ト， 干 しぶ どう， 飴玉） （１－２７），

Ｍ ａｃｕｓａｎｉ（家蓄の糞，小 さな石の ｃｈｉｌｌｕ）（２－１８），　Ｐａｒｉａｈｕａｎｃａ（ｗａｉｌｌａ－ｉｃｈｕ，　ａｃｈｉｔａ

の種子，豆），Ｔｕｎａｎ（とうもろこし粒，飴 玉，　ｑｕｉｎｏａの種子，ビスケ ッ ト），　Ａｙａｐａｔａ

（チュー リャ液，花）， Ｗ ａｋｕｌｌａｎｉ（チュー リャ液，’コカの葉） などが ある。

　 この リス トにある品物 は山のス ピリットへの捧 げ物 ともほぼ一致する といえる。 ス

ピリッ トへの捧げ物 のカテゴ リーは，全体 として意味のあ る体系を構成す る と推定で

きるのだが， 目下 の ところ充分 な資料がない。 このためには，捧げ物の個 々の性質 ，

味覚 の体系，捧げ物 の動機 と機会等 についての検討 が必要 にな る。 しか し，家 畜に こ

れ らを投 げかけ るのは家 畜増殖 を期待 した儀礼行為 である こと， チュー リャ液， コカ

の葉，花 の増殖表象がすでに明 らかで あることを考慮すれば，複合的に用い られる事

物 の全てが増殖観念 と関連す る もので あることは，容易 に推定で きる。そ こで この リ

ス トにある全品 目に一 定のオーダーを与えてみ ると，個 々の事物の数 と大 きさの関係

が注 目される。すなわ ち全品 目を， その他の属性のいかんにかかわ らず，個々の形の
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図１ 増 量 表 象

大小 と数の大小 に従 って配列 する ことが可能であろ う。アチー タ ａｃｈｉｔａは植物学 的に

Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ に属す るもので， 粒の小さい穀物で ある ［ＳｏｕＫｕＰ　ｌ９７０：１８］。 キ ノ

ア ｑｕｉｎｏａは Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ で これ もア ンデ ス高地で 一般的な穀物で あ り， その粒

は小 さい ［ＳｏｕＫｕＰ　ｌ９７０：７８－７９］。 アチータやキノアの小 さい粒に対 し，果 実のな

しや桃ははるかに大 きい （とい って もア ンデ ス山岳地帯の農村で手 に入 る果実 はこぶ

しの大きさに足 りない程度で ある）。 そのほかの事物は 中間 のいず れか に位置す るこ

とになる。数 の大小 による配列は これと丁度逆の関係であ り，上 図のよ うに示す こと

がで きる。 ここで粒 の小 さい数の多いアチータや キノアが増 量の《期待 》を表す こと

は容易に推定 できる （粒子の細かい リャンプ粉や チュー リャ液に近 い）。

　 １　 Ｐａｒｕｒｏで は，山のス ピリッ トに対す る捧 げ物をす るとき （ケチ ュア語 のテクス

　 トとして採録 された資料 にあ らわれたセニ ャル儀礼の内容 である。 ｃｆ．　Ｐ．２２）， 山

　 の名を呼んで， とうもろこ しの粒 ｇｒａｎｏｓ　ｄｅ　ｍａｉｚ，コカの葉 ｈ（）ｊａｓ　ｄｅ　ｃｏｃａ，脂肪

　 の ｕｎｔｕを捧 げ， アグアルデ ィエ ンテ酒 とチチ ャ酒をふ りま く。 参加者 に コカの葉

　 を分配 し，ブナの草 ｉｃｈｕに金紙 と銀紙をつ けた旗をつ くり， 家畜が増える ように

　 若干 の ｑａｆｉｉｗａ （アチータの こと）をそえる ［ＦＡＲＦＡＮ　ｌ９６４：２６２］。

　 ２　 Ｔｕｎａｎの ｃｈｉｃ－ｃｏの場合 ， しるしをおわ って家畜の囲いか らだす とき， 主人

　 の妻 がマ ン トにつつんだキ ノア， とうもろこし粒， ビスヶ ッ ト，飴玉 を特別な音楽

　 に合わせて家畜 の上 にふ りま く。前夜の コカキ ン トゥと同 じよ うに，投 げた キノア

　 の数 ほどに家畜が増える ことを願 って， これを行 う ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ９５３：２７１］。

　 アチータや キノアの多数の小 粒が増量（増殖 ）の 《期待》を表 している とす ると，粒

が大 きくなるにつ れ （したが って数 が少な くな るにつれ），その事物 の表す増量 の程度
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は《期待 》か ら遠 ざか り，つま りは《現実 》に近づ く。実 際，粒 の大 きい ものが 《現

実的 》で あることは， Ｍｏｙａ における家畜番への 贈 り物 である 首飾 りが示 してい る。

　１３ ｗａｌｌｐａ はパ ンと果実を交互 に糸 に通 して作 る首飾 りで， 家畜番 に与 える。 番

　 人が世 話す る雄牛 １頭につ き １個 の鳥形 のパ ン，雌牛 １頭につき １個 の人形 のパ ン

　 を通す ことにな ってい る ［ＦｕＥＮｚＡＬＩＤＡ　 ｌ９６５：１２９］。

　 したが って Ｍ ｏｙａ の首飾 りのパ ンと果実 は，現 に所有す る頭数 に応 じた もので あ

る。Ｔｕｐｅで も果実を通 した房飾 りを牛の角 にかけてや る （１－８，１９，２７）。上述 のオ

ーダーでは果実 もパ ンも形の大 きい数 の少 ない極 に位置 してい る
。つま り，家畜 に投

げかけ るキ ノアや アチータは， 儀礼を 行 う人 々の 《期待》に 近似 し， 果実やパ ンは

《現実》に近 似す る，《増量の表象 》となる。家 畜番 に与 える首飾 りと家畜へ投げる品

物 とが同一のカテ ゴ リーで あることは殆 ど明 らかである。用語の上か らこれを確認す

ることがで き，　Ｐｉｌｃｏｍａｙｏで は家畜に投 げ ることを ｈａｌａｐａｃｕｙといい ［Ｍ ＥＮＤＩｚＡＢＡＬ

ｌ９６３！４：２０４］，同 じ Ｊｕｎｉｎ県 の Ｔｕｎａｎ で は家畜番へ首飾 りをかけることを ｈａｌａ－

ｐａｃｕｙとい ってい る ［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　１９５３：２７２］。

　 この場合，投げ られ る花 がオーダ ーの中間に あると見倣す ことを許 されるな ら，花

は《期待 》と《現実 》の統合 を表す ともいえ るわ けで， これは《制御 され た増殖 》の

基本 メ ッセージの変形にほかな らず， 《現実的な増殖》を表す。 こ こで扱 う余裕 はな

いが， この《現実的増殖 》が，ｉｌｌａや ｃｎｑａｙｃｈｕの有す る非限定的な《神秘的増殖 》

と対 比されるので あ り， セニャル儀礼 の《移行 》表象が， この間の移行 を明示す るの

である。

　 花は視覚 的に《 きわだつ 》とい う特性 のゆえに， 《 しる し》の表象 とな るのだが，

ここに関 していえば，《制御 された増殖 》のいわば 目じる しと して花が位置す るので

あ る。また，ある種の花はそれ 自体で《制御 された増殖 》を表す可能性 も考慮すべ き

で ある。ｌｉｍａ－ｌｉｍａの頭状花や ｏｑｃｈａ の円錐花のよ うに， 多数の小 さい花が集 って

構成す る秩序が，経験ある花摘み の女性の観察の 目か らのがれることはないで あろう。

同 じ内容を Ｔｕｐｅの 「司祭」 は，家畜分配儀礼 ｓｈｕｆｉｏにおいて，「子供の数がた とえ

５００人 になろ うと も， 兄弟 は互 いに協力 して暮 さねばな らぬ」 と， 数 の多 さと統合を

《社会学的 》に強調す る （１－３３）。 花摘みの 女性 はこの点を《植物学 的》に把 えて い

る。

　 ところで，家畜 に投げかけ られる事物 の中で， コカの葉 も花 と同 じ中間に位 置す る。

コカが一般増殖の表象で あ り，特定の コンテクス トにお いて 《限定 された増量》の表

出である ことはすで に指摘 した。 この表象の局面 において， コカの葉 と山の花は一体
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性 を有 してい る。 ともに家畜 を表す ことは先 に指摘 した通 りで ある。 しか し， コカの

葉 と山の花の一体性 は， シンメ トリックな関係 の上で成 り立 っている ことにも注 目し

ておかねばな らない。まず基本的 に， コカの葉は山のスピ リッ トに対す る，人間の側

か らの捧 げ物で あ り， 山の花 はス ピリッ トが人間 に与え るものである （ｃｆ．　４－３）。 し

たが って， コカの葉 は捧 げ物の儀礼が中心 となった 厳粛な 前夜祭において 重要で あ

り，花 は当日の にぎやかな儀礼 を色 どる飾 りとして重要で ある。 コカの多量性 は選択

（コカキ ン トゥ選び） に よって《集約的 》に表 され，花の多量性 は交換，分配 によ っ

て《拡散的 》に表 される。つま るところ， コカの葉は，増殖 をめ ぐる因果関係 におい

て，原 因の側 にあ り，花 は結 果の側 にある。両者が《増 えた家畜 》を表す として も，

位相 は異 な って いる。
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